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故
意
と
構
成
要
件
的
錯
誤
（
上
）

吉

田

敏

雄

Ⅰ

故
意
総
説

１

定
義

刑
法
第
三
八
条
は
、「
罪
を
犯
す
意
思
が
な
い
行
為
は
、
罰
し
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
」
と
定
め
、
犯
罪
は
原
則
と
し
て
故
意
が
あ
る
場
合
に
だ
け
可
罰
的
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
条
は
故
意
の

定
義
を
定
め
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
定
義
は
学
説
・
判
例
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
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ド
イ
ツ
刑
法
第
一
五
条
（
故
意
行
為
と
過
失
行
為
）
も
、「
法
律
が
過
失
行
為
に
明
文
を
も
っ
て
、
刑
罰
を
科
し
て
い
な
い
場
合
、
故
意

の
行
為
の
み
が
可
罰
的
で
あ
る
」
と
定
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
第
五
条
（
故
意
）
は
故
意
の
概
念
を

明
文
を
も
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。「
①
客
観
的
構
成
要
件
に
相
応
す
る
事
態
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
故
意
に
行
為
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
為
者
が
、
そ
の
実
現
を
本
気
に
可
能
と
考
え
且
つ
こ
れ
を
甘
受
す
る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。
②
法
律
が
目

的
的
行
為
を
前
提
と
し
て
い
る
事
情
又
は
結
果
を
実
現
す
る
こ
と
が
行
為
者
に
と
っ
て
問
題
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
行
為
者
は
、
目
的
的

に
行
為
し
た
も
の
で
あ
る
。
③
法
律
が
確
定
的
認
識
を
前
提
と
し
て
い
る
事
情
又
は
結
果
を
単
に
可
能
と
考
え
た
の
で
な
く
、
そ
の
存
在

又
は
発
生
を
確
実
な
も
の
と
考
え
た
場
合
に
は
、
行
為
者
は
確
定
的
に
行
為
し
た
も
の
で
あ
る
」。
同
条
第
一
項
一
文
は
直
接
的
故
意
を
、

同
二
文
は
未
必
の
故
意
を
、
同
条
第
二
項
は
目
的
的
故
意
を
、
同
条
第
三
項
は
確
定
的
故
意
を
規
定
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
ス

イ
ス
刑
法
第
一
二
条
（
故
意
と
過
失
。
概
念
）
は
、「
①
法
律
が
明
文
を
も
っ
て
特
別
の
規
定
を
し
て
い
な
い
限
り
、
重
罪
又
は
軽
罪
を
故

意
で
犯
し
た
者
し
か
可
罰
的
で
な
い
。
②
所
為
を
認
識
と
意
欲
を
も
っ
て
実
行
す
る
者
は
、
重
罪
又
は
軽
罪
を
故
意
で
行
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
所
為
の
実
現
を
可
能
と
考
え
、
甘
受
す
る
者
は
す
で
に
故
意
で
行
為
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
③
（
省
略
）」
と
定
め
て
い
る
。
同
条

第
二
項
一
文
は
直
接
的
故
意
を
、
同
条
第
二
項
二
文
は
未
必
の
故
意
を
規
定
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

故
意
と
は
客
観
的
構
成
要
件
に
対
応
す
る
事
態
を
実
現
す
る
意
欲
で
あ
る
（
意
思
説
。W

illen
sth
eo
rie

）。
故
意
は
、
認
識
の
要
素
と

意
欲
の
要
素
か
ら

１
）

成
る
。
認
識
の
要
素
は
事
象
の
精
神
的
表
象
に
関
係
す
る
。
認
識
の
要
素
は
、
意
欲
の
要
素
、
つ
ま
り
、
表
象
さ
れ
た

事
態
を
実
現
す
る
た
め
の
行
為
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
の
た
め
の
礎
石
で
あ
り
、
出
立
点
で
あ
る
。
認
識
の
な
い
意
欲
と
い
う
の
は
存
在

し

２
）

な
い
。
か
か
る
意
思
説
に
よ
る
と
、
故
意
の
重
点
は
決
意
、
つ
ま
り
、「
構
成
要
件
実
現
の
意
欲
」に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
故
意
と
過

失
を
正
確
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

論 説
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こ
れ
に
対
し
て
、
客
観
的
構
成
要
件
要
素
の
行
為
者
認
識
に
重
点
を
お
く
表
象
説
（V

o
rstellu

n
g
sth
eo
rie

）
が
主
張
さ
れ
る
。
行
為

者
が
行
為
事
情
を
認
識
し
な
が
ら
思
い
と
ど
ま
ら
ず
に
行
為
を
す
れ
ば
、
故
意
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で

３
）

あ
る
。
表
象
説
に
近
い
の
が
、

行
為
者
の
認
識
が
故
意
の
本
質
で
あ
り
、
行
為
者
の
認
識
は
特
定
の
結
果
と
は
関
係
し
な
い
と
し
て
、
故
意
の
規
準
を
行
為
関
係
性
自
体

に
見
る
学
説
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
自
己
の
行
為
を
禁
止
さ
れ
た
且
つ
構
成
要
件
該
当
行
為
に
す
る
、
行
為
に
内
在
す
る
危
険
を
認
識
し
た

者
は
、
相
応
の
危
険
を
創
出
す
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
規
範
命
令
に
、
ま
さ
に
こ
の
危
険
性
を
ま
だ
認
識
し
て
い
な
い
者
よ
り
も
、
は
る

か
に
簡
単
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て
、
行
為
に
内
在
す
る
危
険
の
認
識
だ
け
が
故
意
犯
の
重
い
処
罰
を
正
当
化
す

る
と

４
）

の
説
、
故
意
と
は
、「
も
は
や
容
認
さ
れ
な
い
危
険
の
意
識
的
惹
起
、
構
成
要
件
実
現
の
可
能
性
の
認
識
」で
あ
る
と

５
）

の
説
、
故
意
と

は
「
ま
さ
に
行
為
中
に
お
け
る
一
定
の
、
構
成
要
件
実
現
に
関
係
す
る
認
識
」
で
あ
る
と
の
説
が

６
）

あ
る
。

し
か
し
、
先
ず
、
故
意
の
行
為
関
係
性
と
結
果
関
係
性
に
関
し
て
見
る
と
、
故
意
を
行
為
関
係
的
に
縮
減
す
る
こ
と
は
、
結
果
を
故
意

か
ら
駆
逐
す
る
こ
と
に
な
り
、
故
意
が
本
来
的
な
結
果
無
価
値
関
係
の
分
だ
け
減
ら
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
の
点
に
問
題
が

７
）

あ
る
。

次
に
、
故
意
を
専
ら
認
識
的
現
象
と
捉
え
、
意
欲
を
故
意
の
独
立
の
要
素
と
は
見
な
い
学
説
は
、
こ
れ
が
責
任
故
意
と
し
て
の
「
悪
意

（d
o
lu
s m

a
lu
s

）」
か
ら
の
決
別
で
あ
り
、
人
的
不
法
論
の
帰
結
で
あ
る
と
論

８
）

ず
る
。
し
か
し
、
行
為
者
が
法
益
侵
害
の
あ
り
う
る
こ
と
を

認
識
し
、
そ
の
決
意
を
す
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
故
意
の
決
定
的
意
味
内
容
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
未
必
の
故
意
に
お
い
て
明
確
に
な

る
。
行
為
か
ら
結
果
の
生
ず
る
こ
と
は
な
い
と
信
頼
す
る
か
、
又
は
、
結
果
の
発
生
に
答
責
を
引
き
受
け
る
か
、
つ
ま
り
、
認
識
さ
れ
た

危
険
へ
の
行
為
者
の
内
的
態
度
が
決
定
的
意
味
を
有
し
、
認
識
の
あ
る
過
失
と
の
区
別
を
可
能
に
す
る
。
も
と
よ
り
、
意
欲
的
要
素
は
、

行
為
者
の
情
意
的
心
理
、
例
え
ば
、
結
果
を
是
認
し
て
賛
成
す
る
こ
と
、
希
望
そ
し
て
故
意
の
基
底
に
あ
る
動
機
と
は
関
係
が
な
い
。
こ
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う
い
っ
た
も
の
は
不
法
故
意
と
は
両
立
せ
ず
、
人
的
不
法
論
と
矛
盾
す
る
。
確
定
的
故
意
で
あ
っ
て
も
、
意
欲
の
要
素
を
放
棄
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
確
実
な
認
識
で
行
為
を
す
る
者
は
、
行
為
の
結
果
を
認
識
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
こ
れ
も
招
来
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
確

定
的
故
意
の
場
合
、
意
欲
は
常
に
認
め
ら
れ
る
か
ら
と
云
っ
て
、
か
か
る
要
素
は
理
論
的
に
不
要
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
証
明

の
問
題
と
理
論
の
問
題
を
混
交
し
て
は
な
ら

９
）

な
い
。

２

故
意
と
不
法
の
意
識

長
ら
く
支
配
的
だ
っ
た
故
意
説
（V

o
rsa

tzth
eo
rie

）
に
よ
れ
ば
、
故
意
と
不
法
の
意
識
は
一
体
を
な
し
て
い
る
。
故
意
説
は
、
普
通
法

時
代
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
「
悪
意
（d

o
lu
s m

a
lu
s

）」
と
い
う
二
重
概
念
か
ら
続
い
て
い
て
、
評
価
の
認
識
が
外
的
事
象
の
認
識
と
分
か

ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
神
又
は
自
然
が
不
法
の
認
識
を
人
々
の
頭
脳
に
植
え
付
け
た
と
云
わ
れ
、
そ
れ
故
、
人
々
は
如
何
な
る
行

為
で
あ
っ
て
も
と
も
か
く
常
に
不
法
を
認
識
し
て
い
る
か
、
認
識
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
故
意
説
に
よ
れ
ば
、

不
法
の
意
識
は
故
意
の
構
成
要
素
で
あ
る
。
事
実
の
認
識
が
あ
っ
て
も
、
不
法
の
認
識
が
欠
如
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
。
こ

の
場
合
、
不
法
の
認
識
が
故
意
と
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
、
故
意
も
脱
落
す
る
。
そ
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
過
失
犯
規
定
の
存
在
を
前

提
と
し
て
、
過
失
犯
の
可
罰
性
だ
け
が
残
る
こ
と
に

10
）

な
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
五
二
年
に
連
邦
通
常
裁
判
所
が
責
任
説
を
採

11
）

用
し
、
一

九
七
五
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
第
九
条
も
責
任
説
を
採
用
し
た
た
め
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
は
、
故
意
説
は
実
践
的
意
義
を
失
い
、
学
説
で

散
発
的
に
主
張
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ

12
）

な
い
。

責
任
説
（S

ch
u
ld
th
eo
rie

）
に
よ
れ
ば
、
故
意
と
不
法
の
意
識
は
切
り
離
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
存
在
な
い
し
構
成
要
件
に
関
す

る
錯
誤
と
当
為
な
い
し
不
法
と
し
て
の
法
的
評
価
は
心
理
的
に
は
異
な
っ
た
領
域
に
属
す
る
。
自
分
が
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
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る
者
は
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
自
分
の
行
為
が
法
的
に
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
か
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
な

る
ほ
ど
、
行
為
者
は
教
養
の
あ
る
市
民
と
し
て
存
在
も
当
為
も
知
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
存
在
と
当
為
の
認
識
は
概

念
的
に
は
別
の
領
域
に
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
禁
止
の
錯
誤
が
あ
っ
て
も
、
故
意
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
、
責
任

が
阻
却
さ
れ
る
。
故
意
を
責
任
要
素
と
見
る
べ
き
か
、
構
成
要
件
要
素
と
見
る
べ
き
か
は
本
質
的
問
題
で
は
な
い
。
本
質
的
な
の
は
、
不

法
の
意
識
が
責
任
内
の
独
立
し
た
一
要
素
だ
と
い
う
こ
と
で

13
）

あ
る
。
故
意
は
、
二
〇
世
紀
前
半
の
古
典
的
犯
罪
概
念
に
対
応
し
て
責
任
に

属
す

14
）

る
か
、
又
は
、
今
日
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
不
法
構
成
要
件
に
属
す
る
。
も
と
よ
り
、
責
任
説
が
初
め
て
、
故
意
を
構

成
要
件
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
事
実
の
錯
誤
も
構
成
要
件
で
処
理
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
さ
も

な
け
れ
ば
、
故
意
は
こ
れ
と
密
接
に
結
合
し
て
い
た
不
法
の
意
識
に
よ
っ
て
責
任
に
緊
縛
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で

15
）

あ
る
。

３

故
意
の
二
重
の
位
置

故
意
は
主
観
的
構
成
要
件
要
素
で
あ
る（
人
的
不
法
論
）。
故
意
は
行
為
意
思
を
実
行
に
移
す
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
故
意
の
二
重
の
位

置
と
い
う
こ
と
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
行
為
者
の
意
識
現
象
を
理
論
的
に
分
割
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
認
識
心
理
学
的
に
は
、

い
か
な
る
意
思
活
動
も
行
為
者
に
原
因
が
あ
り
、
行
為
者
は
こ
れ
を
大
な
り
小
な
り
認
識
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
出
立
し
て
、
行
為
操
縦

と
動
因
（
衝
動
）
操
縦
が
分
け
ら
れ
る
。
行
為
操
縦
（H

a
n
d
lu
n
g
ssteu

eru
n
g

）
は
外
に
向
け
ら
れ
た
意
思
活
動
の
現
象
で
あ
り
、
そ
の

発
生
源
か
ら
は
区
別
で
き
る
（「
何
を
行
為
者
は
意
欲
し
て
い
る
の
か
？
」）。
こ
れ
に
対
し
て
、
動
因
操
縦
（A

n
trieb

ssteu
eru

n
g

）
と

い
う
の
は
意
思
活
動
を
導
い
た
原
因
、
つ
ま
り
、
動
因
、
動
機
に
関
係
す
る（「
な
ぜ
行
為
者
は
そ
れ
を
意
欲
し
た
の
か
？
」）。
故
意
の
二

重
の
位
置
は
こ
の
区
別
に
基
づ
く
。
行
為
操
縦
は
、
客
観
的
構
成
要
件
要
素
の
認
識
、
意
欲
に
関
係
し
、
内
容
的
に
は
不
法
構
成
要
件
要

素
と
し
て
の
故
意
と
一
致
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
動
因
操
縦
は
、
行
為
者
の
価
値
態
度
（
心
情
）
に
関
係
し
、
行
為
の
期
待
（
免
責
）
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可
能
性
の
た
め
の
判
断
基
底
と
し
て
、
責
任
で
検
証
さ
れ
る
。
故
意
の
発
生
（
意
思
形
成
へ
の
動
因
）
は
そ
の
発
生
の
社
会
倫
理
的
理
解

度
に
照
ら
し
て
検
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
動
因
操
縦
は
、
不
法
構
成
要
件
に
お
け
る
故
意
の
認
定
に
は
関
係
な
い
が
、
故
意
の
証
明
の
緒

を
与
え
る
と
い
う
点
で
も
、
犯
罪
捜
査
上
重
要
な
意
味
を
有

16
）

す
る
。

故
意
の
二
重
の
位
置
と
い
う
の
は
、
故
意
を
犯
罪
概
念
の
異
な
っ
た
領
域
に
分
割
し
た
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
二
重
の
検
証
を
し
た
り
す

る
、
つ
ま
り
、
人
的
不
法
論
の
意
味
で
構
成
要
件
に
お
い
て
、
古
典
的
又
は
新
古
典
的
犯
罪
概
念
の
意
味
で
責
任
に
お
い
て
検
証
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
新
古
典
的
犯
罪
概
念
が
故
意
を
責
任
に
、
超
過
的
内
心
傾
向
を
構
成
要
件
に
割
り
振
る
の
は
こ
う
い
っ
た

二
重
の
位
置
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
理
論
の
首
尾
一
貫
性
の
無
さ
を
露
呈
し
て
い
る
に
す
ぎ

17
）

な
い
。

Ⅱ

認
識
の
要
素

１

故
意
の
基
準
点

故
意
は
客
観
的
構
成
要
件
に
属
す
る
要
素
に
関
係
す
る
。
故
意
は
客
観
的
構
成
要
件
の
対
応
物
つ
ま
り
鏡
像
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
構
成

要
件
は
、
客
観
的
構
成
要
件
に
と
り
法
的
に
重
要
な
要
素
を
包
括
し
な
け
れ
ば
な
ら

18
）

な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
故
意
は
責
任
要
素
で
あ
り
、
責
任
非
難
の
観
点
か
ら
故
意
の
内
容
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
、
構
成
要
件
事

実
の
認
識
は
不
要
で
あ
り
、「
不
法
・
責
任
内
容
」
の
認
識
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る

19
）

見
解
、
故
意
は
、「
処
罰
に
値
す
る
故
意
非
難
を
基

礎
付
け
る
だ
け
の
認
識
」
で
あ
り
、「
故
意
の
成
立
に
必
要
な
実
質
的
認
識
と
は
、
当
該
犯
罪
が
予
定
す
る
違
法
（
法
益
侵
害
）
内
容
を
中
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心
と
し
た
構
成
要
件
の
重
要
部
分
の
認
識
で
あ
り
、
一
般
人
な
ら
ば
当
該
犯
罪
の
違
法
性
を
意
識
し
う
る
認
識
で
あ
る
」と
す
る
見
解（
実

質
的
故

20
）

意
論
）
が
あ
る
が
、
構
成
要
件
は
犯
罪
個
別
化
機
能
を
有
し
、
故
意
は
主
観
的
構
成
要
件
要
素
と
し
て
そ
の
認
識
を
要
す
る
の
で

あ
り
、
構
成
要
件
該
当
事
実
の
認
識
の
な
い
「
不
法
・
責
任
内
容
」
の
認
識
（
可
能
性
）
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ
ら
の
学
説
は
、
故
意
を

実
質
化
す
る
こ
と
で
、
覚
せ
い
剤
だ
と
思
っ
て
麻
薬
を
所
持
し
た
場
合
、
実
現
し
た
麻
薬
所
持
に
つ
き
故
意
犯
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
故
意
の
範
囲
を
拡
張
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
く
、
故
意
の
成
立
に
は
構
成
要
件

該
当
事
実
の
認
識
が
必
要
で
あ
る
。

結
果
犯
で
は
結
果
の
発
生
が
客
観
的
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
。
行
為
と
結
び
つ
く
因
果
関
係
も
客
観
的
構
成
要
件
の
一
部
で
あ
る
が
、

因
果
関
係
の
検
証
の
た
め
に
は
、
行
為
者
が
結
果
を
招
来
し
た
と
い
う
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
が
結
果
を
招
来
し
た
か

否
か
だ
け
が
問
題
で
あ
り
（
存
否
）、
結
果
に
い
た
る
具
体
的
経
路
（
様
態
）
は
問
題
外
で
あ
る
か
ら
、
故
意
の
認
定
に
当
た
っ
て
も
、
行

為
者
が
結
果
の
発
生
そ
れ
自
体
を
意
欲
し
て
い
る
（
存
否
）
と
い
う
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
具
体
的
因
果
経
路
（
様
態
）
は
、
そ
の
重
要

な
輪
郭
で
あ
っ
て
も
、
故
意
に
よ
っ
て
包
括
さ
れ
る
必
要
は

21
）

な
い
。

そ
の
外
に
も
、
故
意
の
認
識
対
象
で
な
い
要
素
が
あ
る
。
結
果
的
加
重
犯
に
お
け
る
結
果
的
加
重
は
認
識
を
要
し
な
い
。
傷
害
致
死
罪

（
刑
法
第
二
〇
五
条
）
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
加
重
結
果
で
あ
る
死
亡
結
果
は
故
意
の
対
象
で
な
く
、
死
亡
結
果
に
つ
い
て
認
識
・
意
欲
が
あ

れ
ば
、
故
意
の
殺
人
罪
が
成
立
す
る
。
客
観
的
処
罰
条
件
、
例
え
ば
、
破
産
犯
罪
に
お
け
る
破
産
手
続
開
始
決
定
の
確
定
（
破
産
法
第
二

六
五
条
）、
事
前
収
賄
罪
（
刑
法
第
一
九
七
条
第
二
項
）
に
お
け
る
公
務
員
に
な
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。
行
為
自
体
は
違
法
で
あ
る
が
、
処

罰
範
囲
を
限
定
す
る
た
め
に
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
認
識
は
不
要
で
あ
る
。
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２

記
述
的
構
成
要
件
要
素
と
規
範
的
構
成
要
件
要
素

ａ

記
述
的
構
成
要
件
要
素
と
い
う
の
は
そ
の
意
味
が
自
ず
か
ら
分
か
る
構
成
要
件
要
素
の
こ
と
を
云
う
。
そ
の
概
念
は
、
た
い
て
い

の
場
合
、
日
常
用
語
か
ら
来
て
お
り
、
特
別
の
知
的
努
力
が
無
く
て
も
理
解
さ
れ
う
る
。
記
述
的
構
成
要
件
要
素
で
は
、
知
的
努
力
は
事

実
の
認
識
（
存
在
面
）
に
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
認
識
と
理
解
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
記
述
的
概
念
で
も
、
特
別
な
場
合
に
は
、

規
範
的
な
要
素
が
混
入
す
る
。
例
え
ば
、「
人
」
は
通
常
は
明
白
な
記
述
的
概
念
で
あ
る
が
、「
人
」
の
始
期
と
終
期
と
い
う
境
界
領
域
で

は
規
範
的
色
合
い
が
強
く
な
る
。
逆
に
、
規
範
的
要
素
も
、
安
定
し
た
解
釈
と
明
確
性
の
命
令
に
合
致
す
る
た
め
に
必
要
な
、
確
固
た
る

記
述
的
内
容
（
概
念
核
）
を
有
し
て

22
）

い
る
。

ｂ

規
範
的
構
成
要
件
要
素
と
い
う
の
は
即
座
に
自
ず
か
ら
理
解
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
規
範
的
構
成
要
件
要
素
は
評
価
を

含
ん
で
お
り
、
そ
の
理
解
が
初
め
て
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
評
価
は
特
殊
刑
法
的
な
評
価
の
こ
と
も
あ
り（
例
え
ば
、「
文
書
」、

「
猥
褻
」）、
他
の
法
領
域
に
由
来
す
る
評
価
の
こ
と
も
あ
る
（
例
え
ば
、「
他
人
」
の
物
）。
規
範
的
構
成
要
件
要
素
は
行
為
者
か
ら
知
的
努

力
を
要
求
す
る
。
行
為
者
は
事
実
を
認
識
す
る
ば
か
り
か
、
規
範
的
構
成
要
件
要
素
に
含
ま
れ
て
い
る
評
価
と
法
的
問
題
を
理
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
規
範
的
要
素
の
意
味
が
行
為
者
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
初
め
て
、
行
為
者
は
故
意
に
行
為
を
し
て
い
る
と
云
え
る
。
意

味
の
誤
解
は
故
意
の
否
定
に
繫

23
）

が
る
。

意
味
の
認
識
が
必
要
だ
と
い
う
考
え
の
根
底
に
は
、
刑
法
規
範
は
規
範
の
名
宛
人
に
社
会
適
合
的
行
為
へ
促
し
た
い
と
い
う
考
え
が
あ

る
。
そ
れ
故
、
そ
れ
に
そ
む
く
と
い
う
こ
と
は
、
行
為
者
が
規
範
と
認
識
心
理
学
的
に
対
決
し
た
後
の
否
定
的
所
産
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
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前
も
っ
て
、
行
為
者
は
規
範
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
予
防
指
向
の
刑
法
に
お
い
て
は
、
自
分
の
行

為
の
射
程
距
離
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
行
為
を
す
る
気
の
な
か
っ
た
者
だ
け
が
故
意
犯
の
廉
で
処
罰
さ
れ
る
べ

き
で
な
の
で

24
）

あ
る
。

評
価
の
問
題
で
は
、
行
為
者
は
法
律
学
の
解
釈
の
意
味
で
の
正
確
な
意
味
を
知
っ
て
い
る
必
要
は
な
い
。
行
為
者
が
、
素
人
的
に
評
価

の
本
質
的
意
味
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
こ
の
限
り
で
、
素
人
圏
の
相
等
し
い
（
平
行
的
）
判
断
（P

a
ra
llelb

eu
rteilu

n
g

 
in
 
d
er L

a
ien
sp
h
a
re

）
で
十
分
で
あ
る
。
単
に
包
摂
に
関
し
て
錯
誤
が
あ
る
と
い
う
の
は
可
罰
性
の
錯
誤
と
同
じ
く
法
的
に
重
要
で
な

い
。
素
人
圏
の
「
相
等
し
い
判
断
」
と
い
う
表
現
の
方
が
、
素
人
圏
の
「
相
等
し
い
評
価
（P

a
ra
llelw

ertu
n
g

）」
と
い
う
表
現
よ
り
も
正

確
で
あ
る
。
法
律
の
評
価
は
行
為
者
自
身
の
評
価
と
一
致
す
る
必
要
は
な
い
。
行
為
者
が
こ
れ
を
共
感
し
つ
つ
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で

十
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
為
者
が
概
念
の
普
通
の
社
会
的
意
味
を
理
解
し
て
お
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
。
例
え
ば
、「
文
書
」に
つ

い
て
は
、
法
取
引
に
お
け
る
証
明
の
た
め
の
思
想
内
容
が
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
れ
ば
足

25
）

り
る
。

３

故
意
の
具
体
化

客
観
的
構
成
要
件
の
抽
象
的
規
定
と
は
異
な
り
、
故
意
は
常
に
具
体
的
生
活
事
態
に
関
係
す
る
。
生
活
事
態
が
ど
の
程
度
詳
し
く
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
は
、
犯
罪
時
の
犯
行
計
画
に
左
右
さ
れ
る
。
結
果
犯
で
は
、
行
為
者
は
行
為
客
体
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殺

人
罪
で
は
、「
他
人
」と
い
う
構
成
要
件
要
素
に
つ
き
、
行
為
者
は
現
実
に
被
害
者
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
が
、
選
択
の
た
め
に
は
被
害
者

を
知
覚
す
る
と
い
う
よ
う
な
外
的
規
準
が
指
針
と
な
る
。
行
為
者
は
、
知
覚
す
ら
し
な
か
っ
た
も
の
を
、
的
と
し
て
狙
う
こ
と
は
で
き
ず
、

過
失
で
侵
害
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
選
択
は
直
接
的
知
覚
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る（
視
覚
接
触
）。
こ
の
点
で
、
故
意
の
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具
体
化
は
結
果
の
帰
属
に
影
響
す
る
。
既
遂
負
責
に
は
、
行
為
者
が
知
覚
し
た
、
し
た
が
っ
て
、
具
体
化
さ
れ
た
客
体
を
的
に
し
て
い
る

か
否
か
が
重
要
で
あ
る
か
ら
で

26
）

あ
る
。

選
択
に
は
、
知
覚
の
精
密
性
と
か
強
度
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
行
為
者
が
夜
、
暗
い
形
態
し
か
認
識
し
て
い
な
く
て
も
、
こ
れ
が
求
め

て
い
た
被
害
者
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
で
故
意
に
は
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
被
害
者
を
具
体
化
す
る
た
め
の
行
為

者
の
表
象
の
幅
は
、
直
接
知
覚
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
強
度
に
お
い
て
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
も
っ
て
考
慮
に
入
れ
ら

れ
た
行
為
の
作
用
範
囲
の
中
に
あ
る
者
も
行
為
者
の
表
象
に
よ
っ
て
十
分
に
具
体
化
さ
れ
る
。
被
害
者
の
具
体
化
が
行
為
者
意
思
に
よ
っ

て
ま
す
ま
す
漠
然
と
す
る
、
し
た
が
っ
て
、
被
害
者
の
範
囲
が
ま
す
ま
す
定
ま
ら
な
い
場
合
に
も
こ
の
事
は
云
え
る
。
例
え
ば
、
行
為
者

が
群
衆
の
中
で
特
定
の
人
を
選
択
し
な
い
、
行
為
者
に
と
っ
て
誰
が
被
害
者
で
も
よ
い
と
い
っ
た
場
合
（
概
括
的
故
意
と
も
呼
ば
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
概
括
的
故
意
と
は
異
な
る
）、
行
為
者
は
自
分
の
目
的
を
ど
の
人
に
も
向
け
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
、
そ
こ
に
居

合
わ
せ
て
い
る
者
す
べ
て
に
向
け
て
い
る（
例
え
ば
、
群
集
へ
の
乱
射
、
自
動
車
爆
弾
に
よ
る
襲
撃
）。
し
か
し
、
こ
の
場
合
で
も
、
行
為

者
は
、
類
概
念
と
し
て
の
人
の
生
命
を
殲
滅
し
た
か
ら
で
な
く
、
そ
の
行
為
の
特
殊
性
に
基
づ
き
、
外
的
に
定
ま
っ
た
形
態
を
的
に
し
て

お
り
、
実
際
に
も
そ
れ
を
実
現
し
た
か
ら
処
罰
さ
れ
る
の
で

27
）

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
直
接
的
接
触
が
な
い
と
き
、
間
接
的
具
体
化
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
、
甲
が
、
乙
の
い
つ
も
利
用
し
て
い

る
自
動
車
に
爆
弾
を
仕
掛
け
、
翌
日
、
そ
の
発
進
時
に
爆
発
す
る
よ
う
に
し
た
が
、
実
際
に
は
、
予
期
に
反
し
て
、
丙
が
そ
れ
を
利
用
し

爆
死
し
た
と
い
う
場
合
、
被
害
者
は
所
在
の
時
、
場
所
と
い
っ
た
決
定
子
、
つ
ま
り
、
時
間
的
、
場
所
的
明
確
性
に
よ
っ
て
し
か
人
と
し

て
確
定
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
被
害
者
を
間
接
的
に
し
か
選
択
し
な
い
具
体
化
で
も
十
分
で
あ
る
。
丙
が
爆
死
し
た
と
き
で
も
、
殺
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人
計
画
の
時
間
と
外
的
事
情
は
ほ
ぼ
行
為
者
の
表
象
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
甲
が
乙
を
殺
す
意
図
で
開
封
し

た
ら
爆
発
す
る
仕
掛
け
の
小
包
爆
弾
を
送
っ
た
が
、
乙
の
妻
で
あ
る
丙
が
そ
れ
を
開
封
し
、
死
亡
し
た
と
い
う
場
合
に
も
云
え
る
。
し
か

し
、
行
為
者
が
小
包
爆
弾
が
輸
送
引
き
受
け
所
で
爆
発
し
た
と
か
、
輸
送
中
に
爆
発
し
て
、
第
三
者
が
爆
死
し
た
と
き
は
別
で

28
）

あ
る
。

４

認
識
の
明
晰
性

認
識
の
種
類

客
観
的
構
成
要
件
要
素
に
対
応
す
る
認
識
は
現
実
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
程
度
に
応
じ
て
、
活
動
的
認

識
と
潜
伏
性
認
識
に
分
け
ら

29
）

れ
る
。
行
為
者
が
行
為
に
当
た
っ
て
明
確
に
一
定
の
事
態
を
考
え
て
い
る
と
き
、
活
動
的
認
識
（a

k
tu
elles

 
B
ew
u
sstsein

,
A
k
tu
a
lw
issen

）が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
為
者
は
明
確
に
一
定
の
事
態
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か

し
、
い
つ
で
も
呼
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
、
し
た
が
っ
て
、
活
動
さ
せ
う
る
ほ
ど
、
相
応
の
認
識
が
自
分
の
意
識
中
に
固
定
化
さ
れ

て
い
る
と
き
、
付
随
認
識
（B

eg
leitw

issen
）、
共
意
識
（M

itb
ew
u
sstsein

）
あ
る
い
は
潜
伏
性
認
識
（la

ten
tes

 
B
ew
u
sstsein

,

v
irtu

elles W
issen

）
と
呼
ば
れ
る
認
識
が

30
）

あ
る
。

例
え
ば
、
付
随
認
識
は
状
況
か
ら
存
在
し
う
る
場
合
が
あ
る
。
構
成
要
件
が
、
一
定
の
客
体
を
定
め
、
こ
れ
を
認
識
す
る
と
一
般
に
意

味
の
認
識
が
生
ず
る
よ
う
な
場
合
、
例
え
ば
、
百
貨
店
で
商
品
を
窃
取
す
る
者
は
、
基
本
的
に
は
、
所
有
情
況
を
仔
細
に
考
え
な
く
と
も
、

そ
の
他
人
性
を
認
識
す
る
。
こ
れ
は
知
覚
に
伴
う
付
随
認
識
と
も
呼
ば
れ
る
。
構
成
要
件
に
特
別
の
主
体
地
位
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合

（
例
え
ば
、
公
務
員
）、
そ
の
主
体
は
自
分
の
地
位
に
つ
い
て
共
意
識
を
有
し
う
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
恒
常
的
付
随
認
識
と
呼
ば

31
）

れ
る
。

情
動
行
為
に
お
い
て
も
共
意
識
は
あ
る
。
情
動
的
に
行
動
に
出
る
者
も
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
べ
く
動
作
を
操
縦
し
た
反
作
用
に
出
て
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い
る
。
行
為
操
縦
を
支
配
で
き
る
、「
覚
醒
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
熟
慮
さ
れ
て
は
い
な
い
共
体
験
」で
あ
っ
て
も
相
応
の
共
意
識
に
は

十
分
で

32
）

あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
自
動
化
さ
れ
た
行
為
、
つ
ま
り
、
深
く
考
え
る
こ
と
な
く
行
な
わ
れ
る
動
作
過
程
に
も
云

33
）

え
る
。

潜
在
的
認
識
（p

o
ten

tielles W
issen

）
は
潜
伏
性
認
識
で
は
な
い
。
何
か
を
認
識
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
で
あ
る
。
客
観
的
構
成
要
件
に
対
応
す
る
認
識
が
行
為
者
に
可
能
で
あ
っ
た
と
か
期
待
可
能
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
現
実
の
認
識

が
導
か
れ
る
も
の
で
は

34
）

な
い
。

Ⅲ

意
欲
の
要
素

１

条
件
付
行
為
意
思

行
為
者
の
故
意
行
為
に
必
要
な
行
為
意
思
は
無
条
件
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
条
件
の
意
欲
が
あ
る
と
い
え
る
た
め
に
は
、
結
果
犯

で
は
一
定
の
行
為
客
体
へ
の
具
体
化
も
必
要
で
あ
る
。
そ
う
し
て
初
め
て
、
行
為
者
は
行
為
を
す
る
最
終
的
決
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
で
な
い
場
合
、
条
件
付
行
為
意
思
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
未
必
の
故
意
に
は
認
識
と
意
欲
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
行
為
意
思

が
条
件
付
き
の
場
合
に
は
、
行
為
者
は
ま
だ
行
為
の
決
意
を
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
段
階
で
、
未
遂
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と

も
な
い
。
例
え
ば
、
行
為
者
が
銃
を
つ
か
む
が
、
相
手
に
撃
つ
つ
も
り
な
の
か
、
脅
迫
に
用
い
る
の
か
ま
だ
決
め
て
い
な
い
と
き
、
相
手

を
殺
傷
す
る
無
条
件
の
行
為
意
思
を
ま
だ
有
し
て
い
な
い
。
こ
の
場
合
、
暴
発
し
て
相
手
に
当
た
っ
て
も
、
過
失
犯
の
成
否
が
問
題
と
な

る
に
過
ぎ

35
）

な
い
。
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行
為
者
が
、
既
に
自
分
の
意
思
と
は
関
係
の
な
い
一
定
の
条
件
の
存
在
又
は
発
生
が
あ
る
場
合
に
、
客
観
的
構
成
要
件
に
対
応
す
る
行

為
を
実
現
す
る
決
意
を
し
た
と
き
、
無
条
件
の
行
為
意
思
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
条
件
付
と
い
う
の
は
、
故
意
の
否
定
に
繫
が
る
意
思
決

意
の
問
題
で
は
な
く
、
行
為
が
既
遂
に
足
し
う
る
か
否
か
の
認
識
の
問
題
で
あ
る
。
認
識
自
体
が
条
件
付
き
で
あ
る
な
い
し
結
果
の
発
生

が
不
確
か
で
あ
る
と
い
う
限
度
で
、
意
思
は
条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
行
為
者
が
こ
の
段
階
で
、
条
件
が
発
生

す
る
か
否
か
を
単
に
待
つ
た
め
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
行
為
に
出
る
た
め
に
、
犯
行
現
場
近
く
に
赴
く
と
き
、「
実
行
行
為
に
接
着
し
た
行

為
」
が
あ
れ
ば
、
未
遂
で
処
罰
が
可
能
で
あ
る
。
行
為
者
に
は
決
意
が
あ
っ
た
、
つ
ま
り
、
故
意
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

主
観
的
構
成
要
件
は
完
全
に
充
足
さ
れ
て
い
た
が
、
客
観
的
構
成
要
件
が
ま
だ
充
足
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
売
り
場

の
商
品
棚
の
前
に
い
る
行
為
者
が
、
店
員
が
他
の
客
と
話
し
て
い
る
𨻶
に
、
何
か
を
盗
も
う
と
決
意
し
て
い
る
場
合
で

36
）

あ
る
。

条
件
付
行
為
意
思
は
、
行
為
を
す
る
か
否
か
の
決
断
を
な
お
最
終
的
な
決
意
に
依
存
せ
し
め
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
甲
は
、

百
貨
店
の
お
菓
子
売
り
場
に
行
く
と
ま
た
も
や
「
失
敬
す
る
」
気
に
駆
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
百
貨
店
に
行
っ
て
、
お
菓
子
売
り

場
の
前
に
立
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
故
意
が
あ
る
と
は
云
え
ず
、
お
菓
子
を
「
つ
か
む
」
決
意
が
あ
っ
て
初
め
て
、
故
意
が
あ
る

と
云

37
）

え
る
。２

意
欲
の
時
点

故
意
は
時
間
的
に
は
常
に
実
行
行
為
の
と
き
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
同
時
原
則
）。
行
為
者
が
、
因
果
経
路
を
手
放
す
瞬
間
に

故
意
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
。
故
意
は
現
実
に
実
行
行
為
を
す
る
た
め
に
最
後
の
抑
制
閾
を
克
服
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
っ
さ
の

行
為
を
別
と
す
れ
ば
、
故
意
に
は
犯
行
計
画
が
先
行
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
犯
行
計
画
は
故
意
自
体
と
取
り
違
え
て
は
な
ら
な
い
。
又
、
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行
為
者
が
事
象
を
手
放
し
た
後
で
結
果
の
発
生
に
至
る
ま
で
結
果
の
こ
と
を
考
え
て
い
な
い
と
し
て
も
（
例
え
ば
、
小
包
爆
弾
の
発
送
）、

そ
の
こ
と
で
故
意
が
無
く
な
る
も
の
で
は

38
）

な
い
。

行
為
者
が
い
つ
か
客
観
的
構
成
要
件
を
実
現
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
行
為
自
体
の
時
に
は
犯
行
計
画
の
実
現
を
考
え
て
い
な
い
と

か
（
事
前
の
故
意
。d

o
lu
s a
n
teced

en
s

）、
故
意
を
有
せ
ず
客
観
的
構
成
要
件
を
実
現
し
た
が
、
こ
れ
を
事
後
に
容
認
す
る
（
事
後
の
故

意
。d

o
lu
s su

b
seq

u
en
s

）
場
合
、
犯
行
時
点
に
お
け
る
故
意
は
認
め
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
甲
が
乙
殺
害
の
決
意
を
固
め
て
い
た
と
こ

ろ
、
銃
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
と
き
に
、
乙
を
誤
っ
て
撃
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
甲
に
は
故
意
殺
人
で
は
な
く
、
過
失
犯
の
成
否
が
問
わ

れ
る
。
甲
は
、
銃
の
手
入
れ
中
に
乙
を
誤
っ
て
撃
っ
た
後
で
、
乙
を
殺
す
つ
も
り
だ
っ
た
と
云
っ
て
も
、
現
実
に
は
誤
射
し
た
の
で
あ
る

か
ら
、
過
失
犯
し
か
問
え

39
）

な
い
。

多
行
為
犯
罪
で
は
、
全
体
的
故
意
が
、
次
の
行
為
を
す
る
故
意
も
含
め
て
、
既
に
最
初
の
実
行
行
為
段
階
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
例
え
ば
、
他
人
に
殴
ら
れ
て
意
識
を
失
っ
て
い
る
者
か
ら
現
金
を
窃
取
す
る
者
は
、
他
人
の
暴
行
行
為
を
利
用
し
て
い
る
が
、
強
盗

で
は
な
く
、
窃
盗
を
負
責
さ
れ
る
。
行
為
者
自
身
が
暴
行
を
し
た
が
、
そ
の
と
き
、
窃
取
の
故
意
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
後
に
な
っ
て
被

害
者
か
ら
物
を
奪
う
決
意
を
し
た
場
合
も
、
強
盗
罪
は
成
立
し
な
い
。
行
為
者
が
被
害
者
を
過
失
で
重
傷
を
負
わ
せ
、
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
死
な
せ
る
つ
も
り
で
も
、
事
後
的
殺
害
の
意
思
が
先
行
し
た
過
失
犯
を
故
意
犯
に
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
事
後
の
不
救
助
は
故
意
の
不

作
為
犯
と
し
て
可
罰
的
で
あ
る
。
故
意
が
多
行
為
犯
罪
の
最
初
の
行
為
に
し
か
無
い
と
き
、
中
止
犯
の
成
立
が
考
え
ら

40
）

れ
る
。

継
続
犯
で
は
、
違
法
状
態
の
維
持
も
構
成
要
件
を
充
足
す
る
。
そ
の
間
に
生
じ
た
故
意
も
同
時
原
則
か
ら
し
て
故
意
犯
を
成
立
さ
せ
る
。
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例
え
ば
、
行
為
者
が
被
害
者
を
知
ら
ず
に
監
禁
し
た
が
、
後
に
こ
れ
に
気
づ
き
な
が
ら
、
解
放
し
な
い
と
き
、
監
禁
罪
が
成
立

41
）

す
る
。

行
為
者
が
計
画
的
に
行
為
を
し
た
か
（
計
画
的
故
意
。d

o
lu
s
 
p
ra
em
ed
ia
tu
s

）、
と
っ
さ
に
行
為
し
た
か
（
自
発
的
故
意
。d

o
lu
s

 
rep

etin
u
s

）
は
故
意
の
存
否
に
影
響
を
与
え

42
）

な
い
。

３

択
一
的
故
意

択
一
的
故
意
（A

ltern
a
tiv
v
o
rsa

tz,
d
o
lu
s a
ltern

a
tiv
u
s

）
と
い
う
の
は
、
行
為
者
は
一
個
の
行
為
を
行
な
う
が
、
故
意
が
複
数
の

構
成
要
件
実
現
の
中
か
ら
択
一
的
に
一
つ
だ
け
を
充
足
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
の
こ
と
を
云
う
。
重
畳
的
故
意
（K

u
m
-

m
u
la
tiv
v
o
rsa

tz,
d
o
lu
s cu

m
u
la
tiv
u
s
）
と
は
異
な
り
、
行
為
者
は
複
数
の
結
果
を
同
時
に
招
来
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

択
一
的
故
意
は
お
お
よ
そ
次
の
三
群
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
群
は
、
故
意
は
、
同
一
客
体
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
異
な
っ
た
行
為
を

把
握
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
領
得
の
意
思
で
放
置
自
転
車
を
も
っ
て
行
く
つ
も
り
だ
が
、
そ
れ
が
被
害
者
の
占
有
下
に
あ
る

の
か
否
か
行
為
者
に
は
分
か
ら
な
い
と
き
、
客
観
的
に
既
遂
と
な
っ
た
犯
罪
で
処
罰
可
能
で
あ
る
。
故
意
は
窃
盗
罪
（
盗
取
行
為
）
と
占

有
離
脱
物
横
領
罪
（
横
領
行
為
）
の
両
方
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
客
観
的
に
は
存
在
し
な
い
行
為
で
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
領

得
の
意
思
を
二
重
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で

43
）

あ
る
。
第
二
群
は
、
故
意
が
同
一
客
体
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
異
な
っ
た
客

体
の
法
的
性
質
を
把
握
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
自
分
の
腕
前
を
試
し
た
い
行
為
者
が
、
森
の
外
れ
に
あ
る
物
体
が
、
立
て
看

板
な
の
か
人
な
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
物
で
も
人
で
も
よ
い
と
考
え
て
、
拳
銃
で
撃
つ
場
合
で

44
）

あ
る
。
第
三
群
は
、
選
択
的
故
意
が
知

覚
さ
れ
た
複
数
の
客
体
の
ど
れ
に
で
も
向
け
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
犯
行
現
場
を
目
撃
さ
れ
た
密
猟
者
が
追
っ
て
く
る
狩
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猟
者
と
そ
の
狩
猟
犬
を
目
が
け
て
撃
つ
が
、ど
ち
ら
に
当
た
っ
て
も
追
跡
を
振
り
切
れ
る
と
考
え
て
、ど
ち
ら
に
当
た
っ
て
も
よ
い
と
思
っ

て
い
る
場
合
で

45
）

あ
る
。

第
二
群
と
第
三
群
に
お
い
て
は
、
人
身
犯
罪
が
実
現
し
て
い
る
と
き
、
他
の
軽
い
未
遂
犯
は
共
罰
的
随
伴
行
為
と
し
て
前
者
に
吸
収
さ

れ
る
。
し
か
し
、
軽
い
犯
罪
が
実
現
し
て
い
る
と
き
、
重
い
犯
罪
の
未
遂
が
前
者
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
は

46
）

な
い
。

Ⅳ

故
意
の
種
類

Ａ

認
識
と
意
欲
の
強
度

故
意
は
認
識
の
要
素
と
意
欲
の
要
素
か
ら
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
の
中
で
段
階
付
け
が
で
き
る
。

１

認
識
の
強
度

行
為
者
は
構
成
要
件
の
実
現
を
蓋
然
的
と
評
価
す
る
が
、
蓋
然
性
の
強
度
に
は
差
異
が
あ
る
。
こ
の
蓋
然
性
の
程
度
は
認
識
面
で
の
意

識
の
明
晰
性
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
行
為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
を
確
実
と
考
え
て
い
て
も
、
共
意
識
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
こ

と
も
あ
る
し（
例
え
ば
、
身
分
関
係
）、
行
為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
を
低
い
と
考
え
て
い
て
も
、
現
実
の
意
識
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

47
）

あ
る
。

ａ

最
高
度
の
蓋
然
性
は
「
確
実
に
可
能
だ
と
考
え
る
」
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。
但
し
、「
絶
対
的
確
実
性
」
は
既
に
存
在
し
て
い
る
行

為
事
情
に
し
か
存
在
し
得
な
い
。
例
え
ば
、
行
為
者
は
い
つ
で
も
知
覚
に
よ
り
眼
前
の
客
体
が
人
な
の
か
、
か
か
か
し
な
の
か
が
分
か
る
。
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こ
の
種
の
場
合
、
確
実
性
は
人
の
認
識
能
力
の
一
般
的
限
界
に
よ
っ
て
し
か
相
対
化
さ
れ

48
）

な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
将
来
や
っ
と
発
生
す
る
行
為
事
情
一
般
の
「
絶
対
的
に
確
実
な
」
予
見
は
で
き
な
い
。
こ
の
種
の
事
情
の
実
現
は
行

為
者
の
意
思
ば
か
り
で
な
く
、
常
に
、
そ
の
他
の
（
自
然
法
則
的
）
条
件
に
依
存
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
行
為
者
が

見
通
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
で
、
将
来
の
行
為
事
情
に
つ
い
て
は
、「
主
観
的
確
信
」
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
足

49
）

り
る
。

ｂ

次
の
中
間
強
度
は
、
行
為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
を
少
な
く
と
も
「
蓋
然
的
と
考
え
る
」
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
強
度
は
、

行
為
者
が
、
具
体
的
拠
り
所
を
基
に（
例
え
ば
、
生
活
経
験
）、
か
な
り
の
又
は
そ
れ
ど
こ
ろ
か
高
い
蓋
然
性
で
構
成
要
件
が
実
現
す
る
と

予
期
す
る
場
合
に
認
め
ら

50
）

れ
る
。

ｃ

最
低
度
の
認
識
は
、
行
為
者
が
「
本
気
で
可
能
と
考
え
る
」
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
単
に
客
観
的
蓋
然
性
の
程
度
に
依
存
す
る

の
で
は
な
い
。
人
に
よ
っ
て
、
同
じ
程
度
の
蓋
然
性
に
異
な
っ
た
評
価
が
下
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。「
本
気
で
考
え
る
」と
い
う
の
は
、
行

為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
の
可
能
性
を
認
識
し
、
そ
の
実
現
が
「
自
然
に
」
思
え
た
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

行
為
者
は
、
結
果
の
発
生
が
、
決
意
に
際
し
て
考
慮
に
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
蓋
然
性
を
有
す
る
現
実
的
可
能
性
を
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
五
〇
％
以
下
の
蓋
然
性
で
も
足

51
）

り
る
。

行
為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
を
単
に
「
可
能
と
考
え
た
」
に
す
ぎ
ず
、
本
気
で
考
え
た
の
で
な
い
場
合
に
は
、
故
意
は
認
め
ら
ず
、
認

識
の
あ
る
過
失
が
認
め
ら
れ
る
。
行
為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
を
「
可
能
と
考
え
な
い
」
場
合
、
行
為
者
は
客
観
的
構
成
要
件
の
実
現
の
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危
険
を
お
よ
そ
認
識
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
認
識
の
な
い
過
失
が
問
題
と

52
）

な
る
。

２

意
欲
の
強
度

意
欲
の
面
で
は
、
行
為
者
の
目
的
指
向
の
程
度
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
行
為
が
目
的
的
に
直
接
構
成
要
件
実
現
に
向
け
ら
れ
て
い
る

ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
意
欲
の
要
素
は
強
く

53
）

な
る
。

ｄ

行
為
者
に
は
構
成
要
件
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
つ
ま
り
、
必
要
で
あ
る
場
合
に
、
最
強
度
の
意
欲
が
認
め
ら
れ
る
。

行
為
者
は
目
的
指
向
的
に
結
果
に
向
け
て
行
為
を
す
る
、
つ
ま
り
、
そ
れ
を
「
意
図
」
す
る
。
構
成
要
件
の
実
現
が
行
為
の
「
最
終
目
的
」

で
は
な
く
、（
別
の
、
場
合
に
よ
っ
て
は
刑
法
外
の
目
的
の
実
現
に
向
け
ら
れ
た
）「
中
間
目
的
」
に
す
ぎ
な
い
と
き
で
も
、
行
為
者
に
は

構
成
要
件
実
現
は
重
要
で
あ
る
。
行
為
者
に
と
り
、
中
間
目
的
を
実
現
す
る
の
が
極
め
て
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
が
、

そ
れ
で
も
、
最
終
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
中
間
目
的
と
し
て
構
成
要
件
を
実
現
す
る
と
き
、
や
は
り
最
強
度
の
意
欲
が
認
め
ら

54
）

れ
る
。

ｅ

「
意
欲
す
る
」
又
は
「
単
に
意
欲
す
る
」
は
「
重
要
で
あ
る
」（
目
的
指
向
的
に
意
欲
す
る
）
と
「
甘
受
す
る
」（
限
定
的
意
欲
）
と

の
間
に
あ
る
中
間
的
意
欲
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
為
者
に
は
、
構
成
要
件
の
実
現
が
重
要
で
は
な
い
し
、
構
成
要
件
の
実
現
に
「
甘
受

す
る
」
わ
け
で
も
な
い
が
、
構
成
要
件
実
現
に
向
け
ら
れ
た
た
だ
そ
れ
だ
け
の
意
思
が

55
）

あ
る
。

ｆ

「
甘
受
す
る
」と
い
う
最
低
度
の
意
欲
は
限
定
的
意
欲
で
あ
る
。
こ
の
意
欲
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
結
果
発
生
に
対
し
て
行
為

の
用
意
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
か
決
意
し
て
い
な
い
と
か
意
識
的
無
関
心
で
は
十
分
で
な
い
。「
甘
受
す
る
」と
い
う
の
は
常
に
積
極
的
決
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意
を
要
す
る
。
結
果
の
発
生
が
行
為
者
に
望
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
必
要
で

56
）

な
い
。

Ｂ

故
意
の
種
類

故
意
の
種
類
は
、
様
々
な
強
度
の
認
識
と
意
欲
の
組
み
合
わ
せ
で
定
ま
り
、
一
般
に
、
強
度
順
に
目
的
的
故
意
、
確
定
的
故
意
及
び
未

必
の
故
意
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
認
識
の
面
で
、「
確
実
と
考
え
る
」
認
識
と
「
本
気
で
可
能
だ
と
考
え
る
」
認
識
と
の
間

に
「
普
通
の
蓋
然
性
」
の
認
識
が
あ
り
、
こ
う
い
う
場
合
が
一
般
に
多
く
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
故
意
の
強
度
を

次
の
四
段
階
に
分
け
ら
れ
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
意
欲
の
最
大
強
度
の
形
態
と
し
て
の
目
的
的
故
意
、
確
実
な
認
識
形
態
と
し
て
の
確
定

的
故
意
、
普
通
の
認
識
と
意
欲
の
無
条
件
的
故
意
及
び
最
小
強
度
の
認
識
と
意
欲
に
み
ら
れ
、
過
失
と
境
を
接
す
る
未
必
の

57
）

故
意
。

１

目
的
的
故
意

１
）
定
義

目
的
的
故
意
な
い
し
意
図
（A
b
sich

t

）
は
意
欲
の
要
素
が
最
大
強
度
の
故
意
で
あ
る
（
特
に
高
度
の
形
態
の
直
接
的
故
意
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
る
。d

o
lu
s d
irectu

s sp
ecia

lis

）。
行
為
者
の
眼
目
は
法
定
の
事
情
や
結
果
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
行
為
者
は
結
果
の
発

生
を
目
的
と
し
て
行
為
を
す
る
、
つ
ま
り
、
不
法
の
実
現
を
直
接
の
目
的
と
す
る
。
行
為
者
の
目
的
を
目
指
す
意
思
と
特
別
の
関
心
の
故

に
、
目
的
的
故
意
に
は
極
め
て
高
い
行
為
無
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
認
識
の
面
で
は
、「
確
実
で
あ
る
」
と
か
、「
蓋
然

的
で
あ
る
」
と
か
の
認
識
は
不
要
で
あ
り
、
最
小
限
の
認
識
、
つ
ま
り
、「
本
気
で
可
能
だ
と
考
え
る
」
で
十
分
で

58
）

あ
る
。
例
え
ば
、
犯
行

目
撃
者
を
銃
の
床
尾
で
殴
り
殺
そ
う
と
す
る
が
、
意
図
し
た
と
お
り
殺
せ
る
か
否
か
確
信
が
も
て
な
い
と
き
で
も
、
目
的
的
故
意
は
認
め

ら

59
）

れ
る
。
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刑
法
上
の
結
果
は
行
為
者
の
最
終
目
的
あ
る
い
は
唯
一
の
目
的
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
行
為
者
が
別
の
目
的
を
追
求
し
て
い
る
、
つ
ま

り
、
得
よ
う
と
努
め
る
刑
法
上
の
結
果
が
全
体
計
画
の
中
間
段
階
に
過
ぎ
な
い
場
合
で
も
、
目
的
的
故
意
は
認
め
ら

60
）

れ
る
。

目
的
的
故
意
は
、
内
的
障
壁
な
い
し
抑
制
心
の
克
服
後
の
行
為
、
特
に
、
激
情
行
為
に
お
い
て
も
存
在
し
う
る
。
例
え
ば
、
遺
産
を
相

続
す
る
た
め
に
、
お
ば
を
殺
害
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
時
に
、
お
ば
を
殺
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
遺
憾
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
。
と

い
う
の
は
、
行
為
者
に
は
、
自
然
な
方
法
で
遺
産
を
得
ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
方
が
ず
っ
と
い
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

行
為
者
は
遺
産
を
得
る
と
い
う
直
接
の
目
的
の
た
め
に
、
反
対
動
機
を
押
し
切
っ
て
、
お
ば
を
殺
害
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
行
為
者
は
意

図
的
に
殺
害
行
為
を
し
て
い
る
。
殺
害
行
為
が
う
ま
く
い
か
な
い
な
ら
、
行
為
者
は
遺
産
相
続
と
い
う
目
的
も
達
成
で
き

61
）

な
い
。

２
）
目
的
的
故
意
と
動
機

行
為
者
の
目
的
的
故
意
と
動
機
は
、
犯
罪
捜
査
上
も
犯
罪
証
明
上
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
理
論
的
に
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
例
え
ば
、、
攻
撃
欲
と
い
う
犯
行
動
機
は
被
害
者
を
恐
れ
さ
せ
、
不
安
に
さ
せ
る
と
い
う
意
図
と
矛
盾
し
な
い
。
憤
激
、
怒
り

の
発
作
と
い
っ
た
比
肩
し
う
る
情
動
も
目
的
的
故
意
を
排
斥
す
る
も
の
で
は

62
）

な
い
。

さ
ら
に
、
目
的
的
故
意
は
、
得
よ
う
と
努
め
る
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
行
為
者
に
は
そ
れ
自
体
と
し
て
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
排
斥
さ
れ

63
）

な
い
。

結
局
、
目
的
的
故
意
は
認
識
面
の
ａ
、
ｂ
、
ｃ
と
意
欲
面
の
ｄ
の
組
み
合
わ
せ
で
可
能
で

64
）

あ
る
。
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２

確
定
的
故
意

確
定
的
故
意
（W

issen
tlich

k
eit.

基
本
的
故
意
と
も
呼
ば
れ
る
。d

o
lu
s p
rin
cip
a
lis

）
で
は
、
認
識
の
面
で
最
大
強
度
が
要
求
さ

れ
る
、
つ
ま
り
、
行
為
者
は
、
特
定
の
事
情
が
存
在
す
る
な
い
し
特
定
の
結
果
が
発
生
す
る
の
が
「
確
実
」
な
い
し
「
極
め
て
蓋
然
的
」

と
考
え
る
。
確
定
的
故
意
の
行
為
不
法
は
目
的
的
故
意
よ
り
少
な
い
。
と
い
う
の
は
、
目
的
的
故
意
の
方
が
行
為
者
の
確
実
性
の
認
識
の

場
合
よ
り
も
多
い
犯
罪
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
か
ら
で

65
）

あ
る
。

確
定
的
故
意
の
認
識
は
す
べ
て
の
行
為
事
情
に
わ
た
っ
て
等
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
絶
対
的
確
実
性
と
い
う
の
は
既
に
存
在
し

て
い
る
行
為
事
情
に
し
か
存
在
し
な
い
。
行
為
者
は
常
に
自
己
の
知
覚
に
よ
っ
て
、
眼
前
に
あ
る
客
体
が
、「
人
」
か
「
物
」
か
、「
他
人

の
」
物
か
否
か
の
確
信
を
得
る
こ
と
が
で

66
）

き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
将
来
発
生
す
る
事
情
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
絶
対
確
実
な
予
測
と
い
う
の
は
存
在
し
得
な
い
。
将
来
の
出
来
事

は
、
行
為
者
の
影
響
力
か
ら
外
れ
た
、
行
為
者
の
予
測
で
き
な
い
様
々
な
（
自
然
法
則
的
）
条
件
に
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

確
定
的
故
意
は
絶
対
的
確
信
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
将
来
の
行
為
事
情
に
関
し
て
は
、
行
為
者
が
、
自
分
の
認
識
し
、
計
画
に

組
み
込
ん
だ
事
情
に
基
づ
き
考
え
、
主
観
的
確
信
（
実
際
的
確
信
）
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
十
分
で

67
）

あ
る
。

故
意
と
い
う
の
は
個
人
的
、
人
格
に
関
係
し
た
要
素
で
あ
る
か
ら
、
無
知
の
あ
る
い
は
早
ま
っ
た
行
動
を
す
る
者
が
、
思
慮
深
い
、
懐

疑
的
な
あ
る
い
は
疑
念
を
抱
く
人
よ
り
も
容
易
に
確
定
的
故
意
を
も
っ
て
行
為
す
る
こ
と
も
否
定
さ
れ

68
）

な
い
。
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行
為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
を
意
図
し
、
且
つ
、
そ
れ
を
確
定
的
に
認
識
し
て
い
る
場
合
、
目
的
的
故
意
と
確
定
的
故
意
は
並
立

69
）

す
る
。

行
為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
を
確
実
に
認
識
し
て
行
為
を
す
る
が
、
目
的
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
、
一
般
的
に
、
意
欲
の
面
で
、
そ
の
実

現
を
甘
受
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
普
通
の
意
欲
が
認
め
ら
れ

70
）

よ
う
。

結
局
、
確
定
的
故
意
は
、
認
識
面
の
ａ
と
意
欲
面
の
ｄ
、
ｅ
、
ｆ
の
組
み
合
わ
せ
で
可
能
で

71
）

あ
る
。

３

「
単
純
」
故
意

「
単
純
」（
無
条
件
的
）
故
意
（E

in
fa
ch
er
(u
n
b
ed
in
g
ter)

V
o
rsta

z

）
は
、
意
欲
の
面
と
認
識
の
面
で
目
的
的
故
意
と
確
定
的
故
意

か
ら
区
別
さ
れ
る
。
未
必
の
故
意
は
、
認
識
の
面
で
「
本
気
で
可
能
と
考
え
る
」
こ
と
と
、
意
欲
の
面
で
構
成
要
件
の
実
現
を
「
甘
受
す

る
」
こ
と
を
要
求
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
普
通
の
」
の
（
無
条
件
的
）
故
意
は
、
目
的
的
故
意
、
確
定
的
故
意
、
未
必
の
故
意
が
成
立
す

る
場
合
を
除
外
し
た
認
識
と
意
欲
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
①
行
為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
を
蓋
然
的
と
考
え
、

そ
れ
を
意
欲
す
る
場
合
（
ｂ
、
ｅ
）、
②
行
為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
を
本
気
で
可
能
と
考
え
、
そ
れ
を
意
欲
す
る
場
合
（
ｃ
、
ｅ
）、
③

行
為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
を
蓋
然
的
と
考
え
、
そ
れ
を
甘
受
す
る
場
合
（
ｂ
、
ｆ
）
の
三
通
り
が

72
）

あ
る
。「
単
純
」（
無
条
件
的
）
故
意

も
未
必
の
故
意
も
、
行
為
無
価
値
、
心
情
無
価
値
の
点
で
も
近
似
し
て
い
る
の
で
、
量
刑
に
重
要
な
違
い
を
も
た
ら
す
こ
と
は

73
）

な
い
。

４

未
必
の
故
意

１
）
未
必
の
故
意
（E

v
en
tu
a
lv
o
rsa

tz,
d
o
lu
s ev

en
tu
a
lis

）
の
定
義

未
必
の
故
意
は
、
行
為
者
が
構
成
要
件
の
実
現
を
本
気
で
可
能
だ
と
考
え
、
そ
れ
を
甘
受
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。
認
識
の
面
で
も
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意
欲
の
面
で
も
最
も
弱
い
形
態
の
故
意
で
あ
る
。
未
必
の
故
意
は
認
識
の
あ
る
過
失
と
境
を
接
す
る
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
す
べ
て
の
種

類
の
故
意
の
中
で
、
未
必
の
故
意
の
不
法
内
実
は
最
も
小
さ
い
。
未
必
の
故
意
は
、
そ
の
認
識
の
面
で
ど
う
し
て
も
不
確
実
さ
が
伴
う
こ

と
と
意
欲
の
面
で
の
内
面
的
相
克
（
行
為
者
に
は
構
成
要
件
の
実
現
そ
れ
自
体
が
望
ま
し
く
な
い
）
の
故
に
、
条
件
付
故
意
（b

ed
in
g
ter

 
V
o
rsa

tz

）と
も
呼
ば
れ
る
が
、
適
切
な
名
称
と
は
い
え
な
い
。
行
為
者
は
無
条
件
の
行
為
意
思
を
有
し
て
い
る
、
つ
ま
り
、
結
果
の
発
生

は
一
定
の
条
件
に
依
存
し
て
い
る
も
の
の
、
行
為
者
の
故
意
は
無
条
件
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
意
思
説
の
意
味
で
、
決
定
的
な
の
は
積
極

的
意
思
決
定
で

74
）

あ
る
。

２
）
認
識
の
要
素

「
本
気
で
可
能
だ
と
考
え
る
」は
故
意
の
認
識
面
で
の
最
低
の
要
素
で
あ
る
。
行
為
者
は
、
結
果
な
い
し
構
成
要
件
要
素
の
実
現
に
確
信

が
な
い
が
、
し
か
し
、
相
応
の
危
険
を
認
識
し
、
危
険
の
発
生
が
「
自
然
だ
と
」
思
わ
れ
る
場
合
が

75
）

あ
る
。

そ
の
際
、
行
為
者
は
法
益
侵
害
の
危
険
の
直
接
的
時
間
的
重
要
性
も
認
識
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
、
危
険
が
急
迫
な
い

し
具
体
的
に
迫
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
真
正
不
作
為
犯
に
あ
っ
て
は
、
行
為
者
は
、
こ
の
意
味
で
、
結
果
の

回
避
が
可
能
で
あ
る
と
認
識
し
、
且
つ
、
不
作
為
に
と
ど
ま
る
決
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

76
）

な
い
。

「
本
気
」と
い
う
要
素
は
構
成
要
件
実
現
の
蓋
然
性
に
関
係
す
る
。
行
為
者
が
目
の
当
た
り
に
浮
か
べ
る
可
能
性
の
程
度
が
問
題
と
な
る

が
、
認
識
の
あ
る
過
失
の
場
合
の
「
単
に
可
能
と
考
え
る
」
よ
り
も
高
い
蓋
然
性
が
必
要
で
あ

77
）

ろ
う
。
行
為
者
が
構
成
要
件
要
素
の
実
現

を
単
に
可
能
だ
と
考
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
、
行
為
者
が
こ
の
危
険
を
本
気
で
考
え
て
い
な
い
場
合
、
行
為
者
に
故
意

北研46(3・ )23 579

故意と構成要件的錯誤（上）



は
認
め
ら
れ

78
）

な
い
。

３
）
意
欲
の
要
素

「
甘
受
す
る
」と
い
う
意
欲
の
要
素
は
未
必
の
故
意
の
意
欲
面
の
最
低
要
件
で
あ
る
。
こ
の
要
素
に
よ
っ
て
、
故
意
と
認
識
の
あ
る
過
失

が
区
別
さ

79
）

れ
る
。

「
甘
受
す
る
」と
い
う
の
は
、
行
為
者
の
積
極
的
意
思
決
定
、
最
後
の
抑
制
閾
を
乗
り
越
え
る
こ
と
な
い
し
結
果
に
対
す
る
個
人
的
答
責

の
引
き
受
け
を
要
求
す
る
。
こ
の
意
思
活
動
は
あ
り
え
る
こ
と
だ
と
認
識
さ
れ
た
危
険
に
基
づ
い
て
い
る
。
状
況
の
認
識
の
本
気
度
も
意

思
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
未
必
の
故
意
の
行
為
者
は
意
思
形
成
に
当
た
っ
て
構
成
要
件
実
現
の
可
能
性
を
計
算
に
入
れ
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
究
極
的
に
は
、
結
果
が
発
生
し
た
な
ら
、
結
果
を
意
欲
す
る
が
故
に
行
為
す
る
。
不
真
正
不
作
為
犯
で
は
、
こ
の
意
味
で
、

行
為
者
は
、
結
果
回
避
の
た
め
に
実
際
に
で
き
る
こ
と
を
し
な
い
決
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

80
）

な
い
。

４
）
過
失
と
の
区
別

未
必
の
故
意
と
認
識
の
あ
る
過
失
の
区
別
は
と
り
わ
け
意
欲
の
面
で
区
別
さ
れ
る
。
相
応
の
意
思
決
定
を
し
な
い
者
、
軽
率
に
も
結
果

の
不
発
生
を
信
頼
す
る
者
は
認
識
の
あ
る
過
失
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
結
果
の
不
発
生
を
信
頼
し
て
い
な
い
者
は
結
果
の
発
生
を

甘
受
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
結
果
の
発
生
を
甘
受
し
て
い
る
者
は
結
果
の
不
発
生
を
信
頼
し
て
い

81
）

な
い
。

行
為
者
が
行
為
事
情
の
実
現
を
情
意
的
に
肯
定
す
る
か
あ
る
い
は
否
定
す
る
か
の
選
択
肢
の
間
に
、
一
方
で
、
こ
う
い
っ
た
態
度
決
定
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に
ま
っ
た
く
至
ら
な
い
領
域
と
、
他
方
で
、
無
関
心
の
意
味
で
の
態
度
決
定
（「
私
か
ら
す
れ
ば
、
ど
う
で
も
い
い
」）
の
可
能
性
が

82
）

あ
る
。

こ
う
い
っ
た
態
度
に
、「
甘
受
す
る
」と
い
っ
た
意
欲
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
基
本
的
に
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

行
為
者
が
単
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
か
ら
故
意
を
基
礎
付
け
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
軽
率
に
物
事
を
成
り
行
き
に
任
せ
る

者
は
自
己
の
態
度
決
定
を
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
な
い
か
ら
で

83
）

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
為
者
が
事
象
に
関
し
て
よ
く
考
え
、
内
的
に

反
芻
し
て
い
る
ほ
ど
情
意
的
に
極
め
て
強
く
事
象
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
行
為
者
の
反
応
が
「
そ
の
（
思
索
的
）
態
度

決
定
の
意
識
的
結
果
」に
等
し
い
場
合
に
は
、
未
必
の
故
意
が
肯
定
さ
れ
る
。
行
為
者
は
構
成
要
件
の
実
現
を
甘
受
し
て
い
る
、
つ
ま
り
、

積
極
的
決
意
を
し
て

84
）

い
る
。

５
）
そ
の
他
の
理
論

ａ

認
容
説
（B

illig
u
n
g
s-
o
d
er E

in
w
illig

u
n
g
sth

eo
rie

）

認
容
説
は
、
決
意
を
特
に
高
い
情
意
的
態
度
と
結
び
つ
け
る
の
で
、
強
度
の
意
思
説
で
あ
る
。
行
為
者
は
結
果
の
発
生
を
意
欲
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
内
的
に
も
認
容
し
て
い
る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
採
用
し
た
説
で
あ
る
。「
結
果
の
あ
り
え
る
発
生
の
見
込
み
に
付

け
加
わ
る
、
独
自
の
内
的
事
実
と
し
て
の
結
果
の
認
容
に
、
未
必
の
故
意
の
本
質
的
要
素
が

85
）

あ
る
」。「
認
容
」
と
い
う
言
葉
を
文
字
通
り

受
け
止
め
る
と
、
結
果
の
発
生
が
行
為
者
に
は
好
ま
し
い
、
嬉
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
認
容
説
は
支
持
し

が
た
い
。
第
一
に
、
行
為
者
が
結
果
の
発
生
を
ま
さ
に
容
認
し
て
い
る
な
ら
、
目
的
的
故
意
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
、
認

容
説
で
は
未
必
の
故
意
の
存
在
余
地
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
意
識
的
に
計
算
に
入
れ
ら
れ
た
法
益
侵
害
を
、
ど
う
い
う
情
意
的

態
度
で
犯
さ
れ
る
の
か
と
は
関
係
な
く
、
阻
止
す
る
こ
と
が
故
意
犯
の
構
成
要
件
の
任
務
で
あ
り
、
そ
う
す
る
と
、
計
算
に
入
れ
ら
れ
た

結
果
を
容
認
し
て
い
る
か
、
ど
う
で
も
よ
い
の
か
、
遺
憾
に
思
う
の
か
と
い
っ
た
事
情
は
量
刑
に
は
重
要
で
あ
る
が
、
故
意
に
は
関
係
が
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な
い
。
故
意
に
は
結
果
の
発
生
を
意
欲
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
る
心
情
無
価
値
は
不
要
で

86
）

あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
刑
法
第
五
条
が
未
必
の
故
意
に
は
積
極
的
決
意
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
認
容
説
は
支
持
さ

れ
て
い

87
）

な
い
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
通
常
裁
判
所
が
「
容
認
」
を
「
甘
受
す
る
」
意
味
で
限
定
的
に
解
釈
し
て

88
）

以
来
、
認
容
説
は

結
論
的
に
は
意
思
説
と
異
な
ら

89
）

な
い
。

ｂ

無
関
心
説
（G

leich
g
u
ltig

k
eitsth

eo
rie

）

エ
ン
ギ
ッ
シ
ュ
の
主
唱
す
る
無
関
心
説
に
よ
る
と
、
行
為
者
が
、「
可
能
に
過
ぎ
な
い
不
快
な
副
次
的
結
果
を
積
極
的
に
是
認
す
る
か
、

ど
う
で
も
よ
い
と
し
て
甘
受
す
る
」場
合
、
未
必
の
故
意
が
肯
定
さ
れ
る
が
、「
行
為
者
が
副
次
的
結
果
を
望
ま
し
く
な
い
と
思
い
、
し
た

が
っ
て
、
そ
れ
は
生
じ
な
い
と
期
待
す
る
」
場
合
は
、
未
必
の
故
意
が
否
定
さ

90
）

れ
る
。
た
し
か
に
、
意
識
的
無
関
心
は
、
行
為
者
が
結
果

を
甘
受
し
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
、
故
意
行
為
を
し
て
い
る
こ
と
の
確
か
な
徴
表
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
果
の
発
生
を
望
ま
な
い
、
つ
ま

り
、
意
識
的
無
関
心
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
故
意
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
行
為
者
は
、
意
識
的
に
計
算
に
入
れ
ら
れ

た
行
為
の
結
果
を
、
自
分
自
身
信
頼
し
て
い
な
い
単
な
る
希
望
に
よ
っ
て
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
決
定
的
に
重
要
な
の
は
、
結
果
の

発
生
を
意
欲
し
た
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
行
為
者
が
ど
う
い
う
希
望
、
期
待
を
抱
い
て
行
為
を
し
た
か
で
は

91
）

な
い
。

ｃ

表
象
説
（V

o
rstellu

n
g
sth

eo
rie

）

意
思
説
と
異
な
り
、
認
識
の
側
面
に
重
点
を
置
く
の
が
表
象
説
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
説
（M

o
g
lich

k
eitsth

eo
rie

）
に

よ
れ
ば
、
行
為
者
が
法
益
侵
害
の
具
体
的
可
能
性
を
認
識
し
、
行
為
に
出
る
と
き
、
既
に
未
必
の
故
意
が
認
め
ら
れ
る
。
意
欲
の
要
素
を
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完
全
に
放
棄
す
る
説
も
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
結
果
発
生
の
た
ん
な
る
可
能
性
さ
え
あ
れ
ば
故
意
を
認
め
る
に
十
分
で

92
）

あ
る
。

認
識
面
を
重
視
す
る
説
の
背
後
に
は
、
法
益
侵
害
の
可
能
性
を
認
識
し
た
だ
け
で
も
行
為
者
が
行
為
に
出
る
こ
と
を
控
え
さ
せ
る
べ
き

と
い
う
思
考
が

93
）

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
思
考
に
は
、
危
険
を
発
生
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
す
る
者
は
も
う
そ
れ
だ
け
で
法
益
侵
害

の
決
意
を
し
、
結
果
発
生
の
決
意
を
し
て
い
る
と
す
る
点
に
問
題
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
か
ら
直
ち
に
積
極
的
意
思
活
動
が
あ
っ
た

と
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
認
識
の
あ
る
過
失
と
の
区
別
が
で
き
な
く
な
る
。
も
っ
と
も
、
本
説
は
、「
過
失
は
す
べ

て
認
識
の
な
い

94
）

過
失
」
で
あ
る
、「
故
意
と
過
失
は
認
識
の
有
無
の

95
）

違
い
」
で
あ
る
と
し
て
、
認
識
の
あ
る
過
失
を
否
定
す
る
。

し
か
し
、
可
能
性
説
と
意
思
説
の
違
い
は
見
か
け
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
と
い
う
の
は
、
行
為
者
に
可
能
性
の
表
象
が
あ
る
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
安

す
る
場
合
、「
結
果
惹
起
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
現
実
の
表
象
が
そ
も
そ
も
欠
如
し
て
い

る
」
か
ら
、
過
失
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い

96
）

と
か
、
軽
率
な
追
い
越
し
で
事
故
を
惹
起
し
た
場
合
、
運
転
者
は
事
故
惹
起
の
可
能
性
の

認
識
を
も
と
も
と
有
し
て
い
た
が
、
追
い
越
し
の
瞬
間
に
こ
の
認
識
を
ま
っ
た
く
消
失
す
る
ほ
ど
抑
圧
し
て
し
ま
っ
た
、
つ
ま
り
、
行
為

者
は
結
果
発
生
の
「
抽
象
的
」
可
能
性
を
認
識
し
て
い
る
が
、「
決
定
的
瞬
間
に
自
分
の
認
識
に
お
い
て
具
体
的
可
能
性
」
を
否
定
す
る
の

で
、
過
失
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
か
ら
で

97
）

あ
る
。「
現
実
の
」
表
象
と
か
、
結
果
招
来
の
「
具
体
的
」
可
能
性
の
認
識
と
い
う
こ
と

で
、
意
思
説
で
い
う
「
結
果
発
生
を
本
気
で
考
え
る
」
あ
る
い
は
「
甘
受
す
る
」
と
同
じ
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う

す
る
と
、
結
局
、
可
能
性
説
も
意
欲
的
要
素
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
に

98
）

な
る
。

表
象
説
の
中
で
も
限
定
的
な
の
が
未
必
の
故
意
を
高
度
の
認
識
水
準
、
つ
ま
り
、「
蓋
然
的
と
考
え
る
」
で
基
礎
付
け
る
蓋
然
性
説
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（W
a
h
rsch

ein
lich

k
eitsth

eo
rie

）
で
あ
る
。
こ
こ
に
蓋
然
性
と
は
、
単
な
る
可
能
性
以
上
で
高
度
の
蓋
然
性
以
下
を
意
味

99
）

す
る
。
認
識

面
が
高
く
と
も
そ
こ
か
ら
意
思
活
動
を
補
充
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
は
別
と
し
て
、
実
際
上
の
結
論
と
し
て
は
、「
本
気
で
可
能

だ
と
考
え
る
」
の
と
異
な
ら
な
い
。
行
為
者
が
、
程
度
の
差
は
あ
れ
結
果
の
発
生
を
蓋
然
的
と
考
え
る
と
き
、
そ
れ
は
行
為
者
が
結
果
の

発
生
の
可
能
性
を
本
気
で
考
え
て
い
る
徴
表
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
蓋
然
性
の
認
識
が
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
為
者
が
行
為
を
す

る
と
き
、
法
益
侵
害
の
決
意
が
見
ら
れ
る
の
が
普
通
で

100
）

あ
る
。

ｄ

回
避
意
思
の
不
実
行
説

目
的
的
行
為
論
者
で
あ
る
ア
ル
ミ
ン
・
カ
オ
フ
マ
ン
が
主
唱
す
る
回
避
意
思
の
不
実
行
説
（T

h
eo
rie v

o
m
 
n
ich
t b
eta

tig
ten V

er-

m
eid
ew
illen

）に
よ
る
と
、
行
為
者
が
、
な
る
ほ
ど
、
結
果
発
生
の
可
能
性
を
表
象
し
た
が
、
し
か
し
、
行
為
者
の
操
縦
意
思
が
結
果
回

避
に
向
け
ら
れ
て
い
た
、
つ
ま
り
、
結
果
に
向
か
っ
て
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
す
る
際
に
、「
同
時
に
、
対
抗
要
因
を
投
入
し
、
そ
の
助
け

を
借
り
て
、
可
能
と
表
象
さ
れ
た
副
次
的
結
果
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
流
れ
を
操
縦
す
る
と
き
、
但
し
、
行
為
者
が
自
分
の
技
量
を
現
実

に
当
て
に
し
て
い
る
場
合
」
に
だ
け
、
未
必
の
故
意
は
否
定
さ

101
）

れ
る
。

本
説
も
故
意
の
存
在
の
徴
表
を
提
供
す
る
。
行
為
者
が
対
抗
措
置
を
採
ら
ず
事
柄
を
成
り
行
き
に
任
せ
る
と
き
、
行
為
者
は
結
果
を
甘

受
す
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。
行
為
者
が
結
果
回
避
の
努
力
を
す
る
と
き
、
行
為
者
は
結
果
の
不
発
生
を
信
頼
し
て
い
る
も
の
と
推
定
で

き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
反
駁
可
能
な
徴
表
以
上
の
も
の
で
は
な
い
。
本
説
は
、
一
方
で
、
人
は
、
対
抗
措
置
を
採
ら
な
く
と

も
結
果
の
発
生
は
な
い
も
の
と
信
頼
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
つ
ま
り
、
軽
率
な
行
為
が
故
意
の
存
在
を
徴
表
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を

見
過
ご
し
て
い
る
し
、
他
方
で
、
結
果
発
生
の
防
止
努
力
が
あ
っ
て
も
、
行
為
者
自
身
が
そ
の
効
果
を
信
頼
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
故
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意
は
排
斥
さ
れ
な
い
こ
と
を
見
過
ご
し
て

102
）

い
る
。

ｅ

フ
ラ
ン
ク
の
公
式

フ
ラ
ン
ク
の
公
式
（F

ra
n
k
’sch

e F
o
rm
eln

）
と
い
う
の
は
、
直
接
的
に
故
意
を
定
義
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
未
必
の
故
意
を
推
定

可
能
に
す
る
補
助
手
段
で

103
）

あ
る
。
第
一
公
式：

行
為
者
が
、
自
分
に
は
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
も
し
確
実
だ
と
思
っ
た
な
ら
、
ど

う
い
う
行
動
を
と
っ
た
だ
ろ
う
か
。
行
為
を
し
て
い
た
と
い
え
る
な
ら
、
故
意
が
認
め
ら
れ
、
そ
う
で
な
い
な
ら
、
過
失
し
か
認
め
ら
れ

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
公
式
に
は
、
行
為
者
の
現
実
の
意
欲
で
は
な
く
、
仮
定
的
意
欲
を
問
題
と
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
行
為
者
の

心
理
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
行
為
者
心
理
の
「
認
識
手
段
」
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
さ

104
）

れ
る
。
こ
の
公
式
が
実
質
的

に
見
て
機
能
し
な
い
の
は
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
行
為
者
が
、
刑
法
的
に
は
無
関
係
な
結
果
（
名
誉
、
賞
賛
）
を
追
求
し
て
い
る
が
、

う
ま
く
い
か
な
い
と
構
成
要
件
的
結
果
が
発
生
す
る
と
い
う
場
合
、
例
え
ば
、
曲
芸
團
の
手
裏
剣
投
げ
が
標
的
「
す
れ
す
れ
」
に
投
げ
つ

け
た
い
と
き
、
構
成
要
件
実
現
を（
止
む
を
得
な
い
と
き
）甘
受
す
る
と
い
っ
た
場
合
で
あ
る
。
行
為
者
は
結
果
の
発
生
が
確
実
だ
と
思
っ

た
な
ら
、
手
裏
剣
を
投
げ
つ
け
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
云
え
て
も
、
や
は
り
、
未
必
の
故
意
は
認
め
ら

105
）

れ
る
。

第
二
の
公
式
は
「
何
で
あ
れ
、
ど
う
な
る
の
で
あ
れ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
私
は
行
為
す
る
」
と
い
う
場
合
に
故
意
を
認
め
る
も
の
で
、
本

来
、
第
一
公
式
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
日
、
大
方
の
支
持
を
得
て

106
）

い
る
。

６
）
判
例

判
例
に
は
、
犯
罪
事
実
の
認
識
が
あ
れ
ば
故
意
が
あ
る
と
し
て
、
表
象
説
に
し
た
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が（
大
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判
大
正
四
・
一
・
二
六
刑
録
二
一
・
二
一
、
大
判
大
正
一
一
・
五
・
六
刑
集
一
・
二
五
五
）、「
あ
え
て
」
行
な
う
意
思
と
い
う
表
現
を
用

い
て
、
意
思
説
（
修
正
認
容
説
）
に
し
た
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
後
者
の
判
例
と
し
て
、
大
判
大
正
一
一
・

五
・
六
刑
集
一
・
二
五
五
「
犯
意
ア
ル
行
為
ト
ハ
自
己
ノ
意
思
活
動
ニ
因
リ
罪
ト
為
ル
ヘ
キ
事
実
ノ
発
生
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
キ
コ
ト
又
ハ
其

ノ
虞
ア
ル
コ
ト
ヲ
予
見
シ
テ
其
ノ
意
思
活
動
ヲ
敢
テ
ス
ル
決
意
ノ
実
行
ア
ル
コ
ト
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ハ
明
白
ナ
リ
ト
雖
此
ノ
決
意
ハ
特
ニ
或

結
果
ヲ
目
的
ト
シ
其
ノ
発
生
ヲ
希
望
ス
ル
ニ
非
サ
ル
場
合
ニ
於
テ
モ
存
シ
得
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
之
ヲ
此
ノ
希
望
ト
混
同
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル

ハ
言
ヲ
須
ヒ
サ
ル
所
ナ
リ
」、
最
判
昭
和
二
三
・
三
・
一
六
刑
集
二
・
三
・
二
二
七
「
贓
物
故
買
罪
は
贓
物
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
こ

れ
を
買
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
そ
の
故
意
が
成
立
す
る
為
め
に
は
必
ず
し
も
買
受
く
べ
き
物
が
贓
物
で
あ
る
こ

と
を
確
定
的
に
知
っ
て
居
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
或
は
贓
物
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
し
か
も
敢
え
て
こ
れ
を
買
受
け
る

意
思
（
い
わ
ゆ
る
未
必
の
故
意
）
が
あ
れ
ば
足
り
る
」、
広
島
高
等
判
昭
和
三
六
・
八
・
二
五
高
刑
集
一
四
・
五
・
三
三
三
〔
酩
酊
運
転
者

が
歩
行
者
を
跳
ね
飛
ば
し
た
事
案
。
傷
害
、
傷
害
致
死
罪
が
成
立
〕「
被
告
人
は
既
に
そ
れ
ま
で
の
飲
酒
の
た
め
相
当
に
酔
が
廻
っ
て
お
り
、

そ
の
こ
と
だ
け
で
も
最
早
前
方
注
視
が
覚
束
な
い
た
め
正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
虞
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
前
照
燈
の
故
障
に
よ
り

無
燈
火
で
暗
夜
の
道
路
上
を
運
転
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
前
方
注
視
が
殆
ど
不
可
能
で
あ
っ
て
、
到
底
正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
状
態
で

あ
っ
た
た
め
、
折
柄
帰
宅
の
途
上
に
あ
る
盆
踊
り
帰
り
の
多
数
歩
行
者
に
自
動
車
を
突
き
当
て
て
同
人
等
を
転
倒
さ
せ
た
り
跳
ね
飛
ば
し

た
り
す
る
危
険
の
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
な
が
ら
、
酒
の
勢
に
駆
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
結
果
の
発
生
を
何
等
意
に
介
す
る
こ
と
な
く
、

敢
て
…
…
貨
物
自
動
車
を
運
転
し
て
…
…
正
常
な
運
転
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
…
…
国
道
右
側
を
同
一
方
向
に
歩
行
し
て
い
た
盆
踊

り
帰
り
の
…
…
被
害
者
等
に
右
自
動
車
を
次
ぎ
次
に
突
き
当
て
、
被
害
者
Ａ
を
除
き
そ
の
余
の
者
等
を
附
近
に
転
倒
さ
せ
或
る
い
は
跳
ね

飛
ば
し
、
因
っ
て
同
人
等
に
…
…
各
傷
害
を
負
わ
せ
、
う
ち
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
三
名
を
右
傷
害
に
よ
り
…
…
死
亡
す
る
に
至
ら
し
め
た
…
…

か
か
る
事
態
の
推
移
に
鑑
み
れ
ば
、
被
告
人
に
は
…
…
い
わ
ゆ
る
未
必
の
犯
意
が
あ
っ
た
」、
福
岡
高
判
昭
和
四
五
・
五
・
一
六
判
時
六
二
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一
・
一
〇
六
〔
病
院
に
放
火
す
れ
ば
入
院
患
者
に
死
傷
の
結
果
が
生
じ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
患
者
を
戸
外

に
出
そ
う
と
試
み
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
結
果
回
避
の
気
持
ち
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
被
告
人
は
死
傷
の
結
果
の
発
生
を
認
容
し
た
も

の
と
し
て
、
未
必
の
故
意
が
あ
る
〕、
東
京
高
判
昭
和
六
二
・
九
・
二
二
判
タ
六
六
一
・
二
五
二
〔
不
作
為
の
殺
人
に
関
し
て
、
自
車
の
ト

ラ
ン
ク
に
重
傷
の
被
害
者
を
押
し
込
ん
で
走
行
中
に
死
亡
さ
せ
た
と
い
う
事
案
に
つ
い
て
、
第
一
審
が
殺
人
の
未
必
の
故
意
を
認
め
た
の

に
対
し
て
て
、
控
訴
審
は
、
被
害
者
が
重
症
で
死
亡
す
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
察
知
し
た
も
の
の
、
死
亡
す
る
こ
と
を
認
容
し
て
い
た

と
は
認
め
が
た
い
と
し
て
、
故
意
を
否
定
し
た
〕
が
あ
る
。

注（
１
）
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A
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12 R
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）
は
故
意
を
「
犯
行
計
画
の
実
現
」
と
表
現
す
る
が
、
こ
れ
は
熟
慮
の

上
で
の
行
為
に
は
適
す
る
も
の
の
、
不
意
に
生
じ
た
故
意
に
は
適
さ
な
い
表
現
で
あ
る
。

２
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 3.

３
）

R
.
F
ran

k
,
Ü
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u
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b
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Ju
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a
k
u
lta
t G

ieß
en
-F
estsch

rift,
1907,
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）

W
.
F
risch

,
V
o
rsa

tz u
n
d R

isik
o
,
1983,

97 f.

但
し
、
フ
リ
ッ
シ
ュ
も
、
行
為
者
が
、「
具
体
的
危
険
の
表
象
の
後
に
」、「
あ
れ
こ
れ
の
根
拠
か
ら
な

に
も
生
ず
る
は
ず
が
な
い
」
と
考
え
る
と
き
、「（
主
観
的
に
見
て
）
危
険
の
な
い
行
為
を
決
意
」
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
故
意
が
認
め
ら
れ
な
い
（
一
九
七

頁
）、
つ
ま
り
、
危
険
の
表
象
が
あ
っ
て
も
、「
行
為
者
が
う
ま
く
い
く
こ
と
を
信
頼
し
て
い
る
場
合
」、
故
意
は
認
め
ら
れ
な
い
（
四
八
二
頁
）、
故
意
の
下

限
を
画
す
る
規
準
と
し
て
は
「
危
険
を
本
気
で
考
え
る
」
と
い
う
通
説
的
見
解
が
有
用
だ
と
論
ず
る
（
四
八
四
頁
）。

５
）

B
.
S
ch
u
n
em
an
n
,
D
ie d

eu
tsch

sp
ra
ch
ig
e S

tra
frech

tsw
issen

sch
a
ft n

a
ch d

er S
tra
frech

tsrefo
rm
 
im
 
S
p
ieg
el d

es L
eip
zig
er K

o
m
-

m
en
ta
r u
n
d d

es W
ien
er K

o
m
m
en
ta
rs,

1.
T
eil:

T
a
tb
esta

n
d
s-
u
n
d U

n
rech

tsleh
re,

G
A
 
1985,

341 ff.,
361.

６
）

K
.
S
ch
m
oller

,
D
a
s v
o
lu
n
ta
tiv
e V

o
rsa

tzelem
en
t,
Ö
JZ 1982,

259 ff.,
260,

262.
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７
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 7.;

C
ram

er
/S
tern

berg-L
ieben

,
(F
n
.
1),

R
n 16.
８
）

S
ch
u
n
em
an
n
,
(F
n
.
5),

361.;
S
ch
m
oller

,
(F
n
.
6),

260.

９
）

F
.
N
ow
akow

ski,
W
ien
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 
S
tra
fg
esetzb

u
ch
,
1984,

5 R
n
 
2.;

S
tein

in
ger

(F
n
.
1),

5
 
R
n
 
9.
V
g
l.
C
ram

er
/

S
tern

berg-L
ieben

,
(F
n
.
1),

15 R
n
.
7,
11.

な
お
、
認
識
に
重
点
を
お
く
説
が
意
思
説
か
ら
見
か
け
ほ
ど
大
き
な
違
い
の
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
故
意
の
定
義
に
あ
た
っ
て
実
質
的
に
意
欲

の
面
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヤ
コ
ブ
ス
（G

.
Jakobs

,
S
tra
frech

t.
A
T
.,
2.
A
u
fl.,

1991,
8.
K
a
p
.

）「
行
為
者
が
行
為
時
に
、
構

成
要
件
実
現
が
行
為
の
結
果
と
し
て
非
蓋
然
的
で
は
な
い
、
と
判
断
す
る
と
き
」（R

n 23

）、
未
必
の
故
意
が
あ
る
と
論
じ
て
、
認
識
の
面
だ
け
に
触
れ
て
い

る
が
、
同
時
に
、「
認
識
行
為
の
諸
条
件
は
認
識
的
な
も
の
ば
か
り
で
な
い
」（R

n 22

）、
軽
率
に
も
う
ま
く
い
く
と
信
頼
す
る
者
は
、
ま
さ
に
そ
れ
故
に
結

果
の
発
生
を
非
蓋
然
的
と
考
え
て
お
り
、
未
必
の
故
意
は
認
め
ら
れ
な
い
と
論
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

10
）

R
.
M
oos

,
D
ie Irrtu

m
sp
ro
b
lem

a
tik im

 
F
in
a
n
zstra

frech
t,
in
:
R
.
L
eitn

er
(H
rsg

.),
A
k
tu
elles zu

m
 
F
in
a
n
zstra

frech
t,
1998,

101 ff.,

106.

11
）

B
G
H
S
t 2,

194 ff.,
201.;

H
.-H

.
Jesch

eck,
T
h
.
W
eigen

d
,
L
eh
rb
u
ch d

es S
tra
frech

ts.
A
T
.,
5.
A
u
fl.,

1996,
452

「
近
時
の
ド
イ
ツ
刑
法
史

の
画
期
的
出
来
事
」。

12
）

故
意
説
を
支
持
す
る
学
説
に
、J.
B
au
m
an
n
,
U
.
W
eber u

.
W
.
M
itsch

,
S
tra
frech

t.
A
T
.,
11.

A
u
fl.,

2003,
21 R

n 40.

わ
が
国
で
は
、
責
任

故
意
に
不
法
の
意
識
を
要
す
る
と
す
る
厳
格
故
意
説
に
、
小
野
清
一
郎
『
刑
法
概
論
』〔
増
訂
新
版
〕
一
九
六
〇
年
・
一
一
六
頁
、
大
塚
仁
『
刑
法
概
説
（
総

論
）』〔
第
四
版
〕
二
〇
〇
八
年
・
四
六
一
頁
、
内
田
文
昭
『
刑
法
概
要
上
巻
』
一
九
九
五
年
・
二
四
四
頁
、
浅
田
和
茂
『
刑
法
総
論
』
二
〇
〇
五
年
・
三
二

八
頁
、
長
井
長
信
『
故
意
概
念
と
錯
誤
論
』
一
九
九
八
年
。
不
法
の
意
識
は
必
要
で
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
を
要
す
る
と
す
る
制
限
故
意
説
に
、
團
藤
重
光

『
刑
法
綱
要
総
論
』〔
第
三
版
〕
一
九
九
〇
年
・
三
一
六
頁
以
下
。
し
か
し
、
判
例
は
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
、
不
法
の
意
識
は
不
要
と
し
て
い
る
。
最
判
昭
和
二

五
・
一
一
・
二
八
刑
集
四
・
一
二
・
二
四
六
三
「
所
謂
自
然
犯
た
る
と
行
政
犯
た
る
と
を
問
わ
ず
、
犯
意
の
成
立
に
違
法
の
認
識
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
は

当
裁
判
所
の
判
例
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」、
最
判
昭
和
二
六
・
一
一
・
一
五
刑
集
五
・
一
二
・
二
三
五
四
「
犯
意
が
あ
る
と
す
る
た
め
に
は
犯
罪
構
成
要
件

に
該
当
す
る
具
体
的
事
実
を
認
識
す
れ
ば
足
り
、
そ
の
行
為
の
違
法
を
認
識
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
」。

13
）

M
oos

,
(F
n
.
10),

104 f.

14
）

新
古
典
的
犯
罪
概
念
の
主
張
者
で
あ
る
キ
ー
ナ
ッ
ペ
ル
／
ヘ
ッ
ペ
ル
（D

.
K
ien
apfel,

F
.
H
opfel,

G
ru
n
d
riss d

es S
tra
frech

ts.
A
T
.,
12.

A
u
fl.,

2007,
Z 8 R

n 20ff.,
Z 15 R

n 1,
21,

24

）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
拡
張
さ
れ
た
故
意
」（
超
過
的
内
心
傾
向
）
を
主
観
的
構
成
要
件
と
い
う
名
称
の
下
に
不
法
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構
成
要
件
に
属
さ
せ
る
が
、
普
通
の
故
意
を
「
所
為
故
意
」
と
い
う
名
称
の
下
に
責
任
に
属
さ
せ
る
。
こ
こ
で
は
故
意
概
念
が
分
裂
し
て
い
る
。
次
い
で
、

キ
ー
ナ
ッ
ペ
ル
／
ヘ
ッ
ペ
ル
に
よ
れ
ば
、
責
任
能
力
の
後
に
故
意
が
検
証
さ
れ
る
。
し
か
し
、
故
意
は
内
容
的
に
は
不
法
の
意
識
と
は
関
係
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。
故
意
が
責
任
能
力
と
は
独
立
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
故
意
は
責
任
の
要
素
と
は
な
り
え
得
な
い
。
最
後
に
、
キ
ー
ナ
ッ
ペ
ル
／
ヘ
ッ
ペ
ル
に
よ
る
と
、

未
遂
で
は
、
価
値
自
由
の
故
意
は
、
構
成
要
件
の
不
法
を
刻
印
す
る
が
、
意
欲
さ
れ
た
結
果
が
発
生
す
る
と
、
故
意
は
責
任
に
移
行
し
、
関
係
の
な
い
不
法

の
意
識
と
並
列
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
矛
盾
を
は
ら
む
体
系
が
明
ら
か
と
な
る
。
故
意
の
犯
罪
概
念
上
の
位
置
が
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
。M

oos
,
(F
n
.
10),

104 f F
N
 
9.

15
）

M
oos

,
(F
n
.
10),

105.

16
）

E
.
S
tein

in
ger

,
S
tra
frech

t.
A
T
.,
B
d
.
1,
2008,

8.
K
a
p
 
R
n
 
4.;

d
ers.,

(F
n
.
1),

5 R
n
 
13 f.;

R
.
M
oos

,
W
ien
er K

o
m
m
en
ta
r zu

m
 

S
tra
fg
esetzb

u
ch
,
2.
A
u
fl.,

2002,
75 R

n 13.;
T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 8.

17
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 4.

18
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 9.

カ
オ
フ
マ
ン
（A

rm
in
 
K
au
fm
an
n
,
L
eb
en
d
ig
es u

n
d T

o
tes in B

in
d
in
g
s N

o
rm
en
th
eo
rie,

1954,
142,

149 ff.

）
は
、
実
現
意
思
と
し
て
の

故
意
は
、
行
為
者
の
属
性
に
は
向
け
ら
れ
え
な
い
か
ら
、
公
務
員
と
か
医
師
と
い
っ
た
客
観
的
正
犯
者
要
素
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
属
性
に
つ

い
て
は
そ
の
認
識
可
能
性
で
足
り
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
行
為
者
の
属
性
の
他
に
も
物
の
他
人
性
と
か
偽
造
客
体
の
文
書
性
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
行

為
者
の
意
欲
と
は
関
係
の
な
い
要
素
も
あ
る
。
刑
法
は
行
為
の
不
法
を
行
為
者
の
属
性
に
よ
っ
て
共
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
故
意
者
属
性
は
故
意

の
認
識
要
素
の
対
象
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。C

ram
er
/S
tern

berg
/L
ieben

,
(F
n
.
1),

15 R
n 42.;G

.
S
traten

w
erth

,
L
.
K
u
h
len

,S
tra
frech

t.

A
T
.,
5.
A
u
fl.,

2004,
8 R

n 77.

19
）

町
野
朔
『
刑
法
総
論
講
義
案

』〔
第
二
版
〕
一
九
九
五
年
・
二
〇
九
頁
、
二
三
〇
頁
。

20
）

前
田
雅
英
『
刑
法
総
論
講
義
』〔
第
四
版
〕
二
二
五
頁
以
下
。
同
「
故
意
の
認
識
対
象
と
違
法
性
の
意
識
」
刑
法
雑
誌
三
四
・
三
（
一
九
九
五
年
）
四
二
頁

以
下
、
四
七
頁
。

21
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 88.;
M
oos

,
(F
n
.
16),

75 R
n 19.;

R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 151 ff.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 9.

大
谷
實
『
刑
法
総
論
』〔
第
三
版
〕
二
〇
〇
六
年
・
九
一
頁
、
前
田
（
注
20
）
二
二
九
頁
、
堀
内
捷
三
『
刑
法
総
論
』〔
第
二
版
〕
二
〇
〇
四
年
・
一
一
四
頁
。

こ
れ
に
対
し
て
、
因
果
関
係
の
重
要
な
輪
郭
に
つ
い
て
の
認
識
必
要
説
に
、C

ram
er
/S
tern

berg-L
ieben

,
(F
n
.
1),

15 R
n 54.

22
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 11.
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23
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 12.
24
）

C
ram

er
/S
tern

berg-L
ieben

,
(F
n
.
1),

15 R
n
.
43.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 12.

25
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 76.;
M
oos

,
(F
n
.
10),

124.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 13.;
C
ram

er
/S
tern

berg-L
ieben

,
(F
n
.
1),

15 R
n 43a

.

26
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 14.

27
）

R
.
M
oos

,
A
m
a
lie u

n
d d

er K
ra
u
terlik

o
r,
in
:
D
.
K
ien
apfel

(H
rsg

.),
F
a
lle u

n
d L

o
su
n
g
en zu

m
 
S
tra
frech

t,1982,38 ff.,45.;T
riffterer

,

(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 79.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 14.

大
判
大
正
六
・
一
一
・
九
刑
録
二
三
・
一
二
六
一
〔
被
告
人
は
、
甲
の
殺
害
を
決
意
し
、
甲
の
留
守
中
そ
の
妾
で
あ
る
乙
方
に
赴
き
、
鉄
瓶
の
沸
湯
の
中

に
毒
薬
昇
汞
を
投
入
し
た
。
甲
、
乙
、
丙
、
丁
が
そ
の
沸
湯
を
飲
ん
だ
が
、
味
の
異
変
に
気
づ
き
少
量
で
止
め
た
た
め
、
死
亡
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
〕「
所

論
昇
汞
ヲ
投
入
シ
タ
ル
鉄
瓶
沸
湯
ハ
被
告
カ
之
レ
ヲ
甲
及
ヒ
其
ノ
家
人
ノ
必
然
飲
用
ス
ヘ
キ
状
態
ニ
提
供
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
甲
及
其
家
人
ノ
之
ヲ
飲
用
ス
ル

ニ
因
リ
始
メ
テ
致
死
ノ
結
果
を
発
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
其
ノ
家
人
ノ
何
人
カ
之
ヲ
飲
用
ス
ル
ヤ
未
定
ニ
属
ス
ル
ヲ
以
テ
原
判
決
ニ
於
テ
ハ
単
ニ
家
人
等
ノ
生

命
ニ
危
害
ア
ル
可
キ
コ
ト
ヲ
予
見
シ
ナ
カ
ラ
云
云
ト
説
示
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
故
ニ
右
家
人
ノ
不
明
且
不
特
定
ナ
ル
モ
妨
ケ
ス
而
シ
テ
右
ノ
場
合
ニ
ハ
被
告
カ

致
死
ノ
結
果
を
予
想
ス
可
キ
モ
ノ
ト
論
ス
ル
ヲ
得
ヘ
ク
随
テ
右
飲
用
者
ノ
数
ニ
応
ス
ル
殺
人
罪
存
ス
可
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
即
チ
一
行
為
ニ
シ
テ
数
個
ノ
殺
人
罪

名
ニ
触
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
」。

28
）

M
oos

,
(F
n
.
16),

75 R
n 18.;

R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 194,

197;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 15.;
C
ram

er
/S
tern

berg-L
ieben

,
(F
n
.

1),
15 R

n 59.

参
照
、
井
田
良
『
刑
法
総
論
の
理
論
構
造
』
二
〇
〇
五
年
・
九
〇
頁
「
い
ず
れ
か
の
同
種
の
客
体
に
結
果
が
生
じ
る
こ
と
が
（
あ
る
程
度

の
蓋
然
性
を
も
っ
て
）
保
証
さ
れ
た
状
況
が
あ
る
以
上
、
発
生
結
果
は
そ
の
危
険
が
実
現
す
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

範
囲
内
で
の
行
為
者
に
よ
る
客
体
の
特
定
に
ま
で
重
要
性
を
認
め
て
故
意
を
否
定
す
る
理
由
は
な
い
」。

29
）

W
.
P
latzgu

m
m
er
,
D
ie
 
B
ew
u
ß
tsein

sfo
rm
 
d
es V

o
rsa

tzes.
E
in
e
 
stra

frech
tsd
o
g
m
a
tisch

e
 
U
n
tersu

ch
u
n
g
 
a
u
f p

sy
ch
o
lo
g
isch

er
 

G
ru
n
d
la
g
e,
1964,

81 ff.

30
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 17.

31
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 41.

32
）

J.
K
ru
m
pelm

an
n
,
M
o
tiv
a
tio
n u

n
d H

a
n
d
lu
n
g im

 
A
ffek

t,
in
:
W
elzel-F

estsch
rift,

1974,
327 ff.,

337 f.;
R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 129.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 18.

高
松
高
判
昭
和
三
一
・
一
〇
・
一
六
高
刑
裁
特
三
・
二
〇
・
九
八
四
「
殺
人
罪
の
犯
意
即
ち
殺
意
は
、
必
ず
し
も
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そ
れ
が
犯
人
の
意
識
の
表
面
に
明
確
に
現
れ
た
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
。
殺
意
が
意
識
の
深
層
に
あ
っ
て
、
犯
行
時
夢
中
で
人
体
の
重
要
部
分
に
そ

れ
を
対
象
と
し
て
重
大
な
傷
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
た
と
え
犯
人
の
意
識
の
表
面
に
殺
意
が
現
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
な
お
殺
人
罪
の
殺
意
を
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
憤
激
の
余
り
夢
中
で
日
本
刀
を
以
て
人
の
首
を
ね
ら
っ
て
切
り
附
け
又
は
刺
身
包
丁
で
そ
の
胸
板
を
め
が
け
て
突
き
刺

し
、
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
部
位
に
大
損
傷
を
与
え
て
死
亡
さ
せ
た
場
合
に
は
、
そ
の
犯
人
が
そ
の
犯
行
の
終
わ
っ
た
瞬
間
平
静
に
帰
り
、
こ
ん
な
筈
で
は
な
か
っ

た
、
殺
す
意
思
は
な
か
っ
た
と
真
実
反
省
し
た
と
し
て
も
、
同
犯
人
に
精
神
上
の
欠
陥
が
な
か
っ
た
以
上
、
そ
れ
は
意
識
の
表
面
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
意
識
の
深
層
に
お
け
る
殺
意
を
認
め
て
殺
人
罪
の
成
立
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
」。

33
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 41.

34
）

M
oos

,
(F
n
.
10),

125.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 19.

35
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 20.

平
野
龍
一
『
刑
法
総
論

』
一
九
七
二
年
・
一
八
九
頁
注
１
は
こ
れ
を
「
未
確
定
的
故
意
」
と
呼
ぶ
。

36
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 97.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 46.;

R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 24.

最
決
昭
和
五
六
・
一
二
・
二
一
刑
集
三
五
・
九
・
九
一
一
〔
甲
（
暴
力
団
幹
部
）
は
、
配
下
の
乙
な
ど
と
の
間
で
、
か
ね
て
抗
争
関
係
に
あ
っ
た
暴
力
団

組
員
丙
に
対
し
、
こ
と
と
次
第
に
よ
っ
て
は
同
人
を
殺
害
す
る
こ
と
も
止
む
を
得
な
い
と
い
う
謀
議
を
な
し
、
乙
に
拳
銃
を
交
付
し
た
が
、
現
場
に
赴
い
た

乙
は
、
結
局
、
丙
を
殺
害
し
た
〕「
謀
議
さ
れ
た
計
画
の
内
容
に
お
い
て
は
被
害
者
の
殺
害
を
一
定
の
事
態
の
発
生
に
か
か
ら
せ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ

う
な
殺
害
計
画
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
被
告
人
の
意
思
そ
の
も
の
は
確
定
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
被
告
人
は
被
害
者
の
殺
害
の
結
果
を
認
容
し
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
の
故
意
の
成
立
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
」。
最
決
昭
和
五
九
・
三
・
六
刑
集
三
八
・
五
・
一
九
六
一
「
原
判
決
は
、
被
告
人
は
、
甲
、

乙
及
び
丙
と
の
間
で
、
被
害
者
か
ら
貸
金
問
題
に
つ
い
て
明
確
な
回
答
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
、
決
着
を
つ
け
る
た
め
に
、
暴
力
的
手
段
に
訴
え
て
で
も
同

人
を
強
制
的
に
連
行
し
よ
う
と
企
て
、
当
初
は
、
被
害
者
と
貸
金
問
題
に
つ
い
て
い
ま
一
度
話
し
合
っ
て
み
る
余
地
も
あ
る
と
考
え
て
い
た
も
の
の
、
一
方

で
は
、
こ
の
よ
う
な
緩
慢
な
態
度
に
終
始
し
て
い
る
と
舎
弟
頭
と
し
て
最
後
の
責
任
を
と
る
羽
目
に
も
な
り
か
ね
な
い
と
も
考
え
、
ま
た
、
本
件
犯
行
現
場

に
向
か
う
自
動
車
内
等
で
の
甲
ら
の
言
動
か
ら
、
同
人
ら
が
被
害
者
の
抵
抗
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
殺
害
す
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
と
の
覚
悟
で
い
る
の

を
察
知
し
て
お
り
、
甲
ら
と
と
も
に
本
件
犯
行
現
場
に
到
着
し
た
際
に
は
、
同
人
ら
に
対
し
、
被
害
者
の
応
対
が
悪
い
と
き
は
、
そ
の
後
の
進
展
を
同
人
ら

の
行
動
に
委
ね
る
旨
の
意
思
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
後
犯
行
現
場
に
お
い
て
甲
及
び
乙
が
刺
身
包
丁
で
被
害
者
の
左
前
胸
部
を
突
き
刺
し
た
う
え
転

倒
し
た
同
人
を
自
動
車
後
部
座
席
に
押
し
込
む
際
、『
早
よ
足
を
入
れ
ん
か
い
』な
ど
と
指
示
し
、
さ
ら
に
右
自
動
車
内
に
お
い
て
、
乙
が
刺
身
包
丁
で
被
害

者
の
大
腿
部
を
突
き
刺
し
た
の
に
対
し
な
ん
ら
制
止
す
る
こ
と
な
く
容
認
し
て
い
た
こ
と
等
の
事
実
を
認
定
し
た
う
え
で
…
…
被
告
人
は
、
未
必
の
故
意
の

も
と
に
、
実
行
行
為
者
で
あ
る
甲
ら
と
共
謀
の
う
え
被
害
者
を
殺
害
し
た
旨
判
示
し
て
い
る
…
…
原
判
決
は
、
指
揮
者
の
地
位
に
あ
っ
た
被
告
人
が
、
犯
行
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現
場
に
お
い
て
事
態
の
進
展
を
甲
ら
の
行
動
に
委
ね
た
時
点
ま
で
に
は
、
謀
議
の
内
容
に
お
い
て
は
甲
ら
に
よ
る
殺
害
が
被
害
者
の
抵
抗
と
い
う
事
態
の
発

生
に
か
か
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
甲
ら
に
よ
っ
て
実
行
行
為
を
遂
行
さ
せ
よ
う
と
い
う
被
告
人
の
意
思
そ
の
も
の
は
確
定
し
て
い
た
と
し
て
、
被
告
人
に
つ
き

殺
人
の
未
必
の
故
意
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。

37
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 97.

38
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 47.;

d
ers.,

(F
n
.
16),

8.
K
a
p R

n 21.

39
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 11.

内
田
（
注
12
）
二
四
七
頁
以
下
。

40
）

H
.
F
u
ch
s
,
Ö
sterreich

sch
es S

tra
frech

t.
A
T
.,
7.
A
u
fl.,

2008,
14.

K
a
p R

n 32.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 48.

41
）

F
u
ch
s
,
(F
n
.
40),

14.
K
a
p R

n 31.

42
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 48.

43
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 53.

内
田
（
注
12
）
二
四
四
頁
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
占
有
離
脱
物
横
領
の
故
意
と
窃
盗
の
故
意
が
、
ど
ち
ら
と
も
未

必
的
故
意
の
形
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
い
う
か
た
ち
で
「
概
括
的
」
に
存
在
す
る
の
で
、「
択
一
的
故
意
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
な
く
、
む
し
ろ
、「
ヘ

ル
マ
ン
の
概
括
的
故
意
」
と
呼
ぶ
べ
き
こ
と
を
提
唱
す
る
。H

erm
an
n
,
U
eb
er A

b
sich

t u
n
d V

o
rsa

tz u
b
erh

a
u
p
t u
n
d u

b
er u

n
b
estim

m
te u

n
d

 
in
d
irecte A

b
sich

t in
sb
eso

n
d
ere,

A
rch

iv d
es C

rim
in
a
lrech

ts,
N
eu
e F

o
lg
e,
1856.

44
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 54.;

Jesch
eck

/
W
eigen

d
,
(F
n
.
11),

304.;
R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 93.

最
決
平
成
二
・
二
・
九
判
時
一
三
四
一
・
一
五
七＝
判
タ
七
二
二
・
二
三
四
「
原
判
決
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
は
、
本
件
物
件
を
密
輸
入
し
て
所
持

し
た
際
、
覚
せ
い
剤
を
含
む
身
体
に
有
害
で
違
法
な
薬
物
類
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
覚
せ
い
剤
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
の
他

の
身
体
に
有
害
で
違
法
な
薬
物
か
も
し
れ
な
い
と
の
認
識
は
あ
っ
た
こ
と
に
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
覚
せ
い
剤
輸
入
罪
、
同
所
持
罪
の
故
意

に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
と
同
旨
と
解
さ
れ
る
原
判
決
の
判
断
は
、
正
当
で
あ
る
」。

45
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 55.;

R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 93.

46
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 56.;

R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 94.

47
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 27.

48
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 28.

49
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 29.;
N
ow
akow

ski,
(F
n
.
9),

5 R
n 10

「
予
測
に
際
し
て
あ
り
そ
う
も
な
い
突
発
的
出
来
事
や
障
害
を
『
ま
っ
た

く
理
論
的
』
可
能
性
と
し
て
無
視
す
る
。
刑
法
第
五
条
第
三
項
の
意
味
で
は
、
こ
う
い
っ
た
実
際
的
確
信
で
十
分
で
あ
る
」。H

.-H
.
Jesch

eck
,
L
eh
rb
u
ch
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d
es S

tra
frech

ts.
A
T
.,
4.
A
u
fl.,

1988,
268.

50
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 30.

51
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 31.;
Jesch

eck
,
(F
n
.
49),

269.

52
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 34 f.

53
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 36.

54
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 37 f.

こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ュ
モ
ラ
ー
は
行
為
者
の
情
意
的
態
度
を
強
調
す
る
。
行
為
事
情
が
「
目
的
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
行
為
者
が
「
意
欲
」
し
て
い
る

ば
か
り
か
（
故
意
）、
そ
れ
以
上
に
、「
希
望
も
し
て
い
る
」
と
き
、
行
為
者
が
自
分
の
認
識
に
お
い
て
「
希
望
」
を
自
分
の
行
為
と
結
び
付
け
て
い
る
場
合

に
限
定
さ
れ
る
。S

ch
m
oller

,
(F
n
.
6),

285 f.

55
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 40.

56
）

N
ow
akow

ski,
(F
n
.
9),

5 R
n 14.;

M
oos

,
(F
n
.
16),

75 R
n 14.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 85.

57
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 64 ff.

58
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p
.
R
n 56.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 67.

59
）

B
G
H
S
t 21,

283 ff.;
R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 8 ff.;

Jesch
eck

,
(F
n
.
49),

267.;
J.
W
essels

,
S
tra
frech

t.
A
T
.,
25.

A
u
fl.,

1995,
R
n 211.

60
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 38.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 68.

61
）

N
ow
akow

ski,
(F
n
.
9),

5 R
n 6.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 69.

62
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 70.;

N
ow
akow

ski,
(F
n
.
9),

5 R
n 8.

63
）

N
ow
akow

ski,
(F
n
.
9),

5 R
n 6.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 70.

64
）

背
任
罪
（
刑
法
第
二
四
七
条
）
に
お
け
る
加
害
目
的
は
目
的
的
故
意
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
超
過
的
内
心
傾
向
と
し
て
の
目
的
（
例
え
ば
、
通
貨

偽
造
罪
の
行
使
の
目
的
）
と
異
な
り
、
既
遂
の
要
件
で
あ
る
損
害
の
発
生
を
目
的
と
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
参
照
、
山
中
敬
一
『
刑
法
総
論
』〔
第
二

版
〕
二
〇
〇
八
年
・
三
〇
六
頁
。

65
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 60.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 76.

66
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 28.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 77.

67
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 29.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 77.
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68
）

N
ow
akow

ski,
(F
n
.
9),

5 R
n 10.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 77.

69
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 62.

70
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 84.;

T
riffterer

,
(fn
.
1),

9.
K
a
p R

n 63.

71
）

現
行
刑
法
は
確
定
的
故
意
を
要
求
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る
。
死
者
の
名
誉
毀
損
罪
（
第
二
三
〇
条
第
二
項
）
の
定
め
る
「
虚
偽
の
事
実
を
摘
示
す
る
」

は
摘
示
し
た
事
実
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
の
確
定
的
認
識
を
要
求
し
て
い
る
。
虚
偽
告
訴
罪
（
第
一
七
二
条
）
も
「
虚
偽
の
告
訴
」
等
に
つ
い
て
確
定
的
認
識

を
要
求
し
て
い
る
。
確
定
的
認
識
を
要
し
な
い
と
す
れ
ば
、「
正
当
な
」
告
訴
が
大
幅
に
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
但
し
、
判
例
は
「
未
必
的
な
認
識
」

で
足
り
る
と
し
て
い
る
（
大
判
昭
和
一
二
・
二
・
二
七
刑
集
一
六
・
一
四
〇
、
最
判
昭
和
二
八
・
一
・
二
三
刑
集
七
・
一
・
四
六
）。

72
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 66.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 106 ff.

73
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 109.

74
）

M
oos

,
(F
n
.
16),

75 R
n 14.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 85.;

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 68.

75
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 90.

76
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 90.

77
）

N
ow
akow

ski,
(F
n
.
9),

5 R
n 13.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 90.

78
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 91.

最
判
昭
和
二
四
・
二
・
二
二
刑
集
三
・
二
・
二
〇
六
〔
被
告
人
は
、
品
物
が
メ
タ
ノ
ー
ル
で
あ
る
と
の
は
っ
き
り
し
た
認
識
が
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
飲

用
す
る
と
身
体
に
有
害
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
所
持
又
は
販
売
し
た
と
し
て
、
原
審
は
有
毒
飲
食
物
等
取
締
令
違
反

の
故
意
犯
の
成
立
を
認
め
た
事
案
〕「
身
体
に
有
害
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
だ
け
で（
メ
タ
ノ
ー
ル
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
の
で
は
な
く
）

は
た
し
て
同
令
第
一
条
違
反
の
犯
罪
に
つ
い
て
未
必
の
故
意
が
あ
っ
た
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
何
と
な
れ
ば
身
体
に
有
害
で
あ
る
も
の
は
同
令
第
一
条

に
規
定
し
た
メ
タ
ノ
ー
ル
又
は
四
エ
チ
ル
鉛
だ
け
で
な
く
他
に
も
有
害
な
物
は
沢
山
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
た
だ
身
体
に
有
害
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い

と
思
っ
た
だ
け
で
同
令
第
一
条
違
反
に
犯
罪
に
対
す
る
未
必
の
故
意
あ
り
と
は
い
い
得
な
い
」。

79
）

M
oos

,
(F
n
.
16),

75 R
n 14.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 92.

80
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 93.

81
）

Jesch
eck

,
(F
n
.
49),

270.;
S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 94 f.

82
）

N
ow
akow

ski,
(F
n
.
9),

5 R
n 15.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 97
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83
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 97.;

M
oos

,
(F
n
.
16),

75 R
n 14.

84
）

N
ow
akow

ski,
(F
n
.
9),

5 R
n 15.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 98.

85
）

R
G
S
t 33,

4,
6.

86
）

R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 37.

平
野
（
注
35
）
一
八
二
｜
一
八
三
頁
は
、
認
容
説
を
、
認
容
の
存
否
の
判
断
に
際
し
て
、
合
理
的
判
断
や
悪
し
き
人
格
態

度
と
い
っ
た
情
緒
的
な
要
素
が
介
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
為
者
の
現
実
的
認
識
と
そ
の
程
度
、
及
び
、
そ
れ
が
行
為
動
機
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
い
う
中

心
的
な
論
点
が
曖
昧
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
批
判
す
る
。
堀
内
（
注
21
）
九
五
頁
。

87
）

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 86.

88
）

B
G
H
S
t 7,

363 ff.,
369

「
未
必
の
故
意
を
認
識
の
あ
る
過
失
か
ら
区
別
す
る
決
定
的
要
素
で
あ
る
結
果
の
認
容
と
は
、
結
果
の
発
生
が
行
為
者
の
希
望

に
沿
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
意
味
し
な
い
。
未
必
の
故
意
と
い
う
の
は
、
行
為
者
に
結
果
の
発
生
が
好
ま
し
く
な
い
場
合
で
も
存
在

し
う
る
。
行
為
者
が
、
追
い
求
め
て
い
る
目
的
の
た
め
に
、
つ
ま
り
、
そ
の
目
的
を
他
の
方
法
で
は
達
成
し
得
な
い
限
り
、
自
分
の
行
為
が
そ
れ
自
体
望
ま

な
い
結
果
を
招
来
す
る
こ
と
も
甘
受
し
、
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
生
じ
た
場
合
に
結
果
を
意
欲
す
る
と
き
、
行
為
者
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
法
的
意
味
で

こ
の
結
果
を
認
容
し
て
い
る
」。

89
）

R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 39.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 86.

我
が
国
で
は
、「
結
果
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
し
か
も
発
生
す
れ
ば
し
て
も
よ
い
と
い
う
認
容
が
あ
る
と
き
は
、
故
意
が
成
立

す
る
」
と
し
て
、
積
極
的
認
容
を
要
求
す
る
説
（
團
藤
（
註
12
）
二
九
六
頁
）
と
「
行
為
者
が
そ
の
結
果
の
発
生
を
已
む
を
得
な
い
も
の
と
し
、
又
は
こ
れ

を
意
に
介
し
な
い
で
行
為
し
た
場
合
、
即
ち
結
果
の
発
生
を
積
極
的
又
は
消
極
的
に
認
識
し
た
と
き
は
故
意
あ
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
消
極
的
認
容
で

足
り
る
と
す
る
説
（
小
野
清
一
郎
『
新
訂
刑
法
講
義
総
論
（
増
補
版
）』
一
九
五
〇
年
・
一
五
三
頁
）
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義
総
論
』
一

九
七
五
年
・
一
四
〇
頁
以
下
は
、「
自
己
の
行
為
か
ら
犯
罪
事
実
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
か
つ
一
般
通
常
人
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
法
益
に
対
す
る
加

害
の
可
能
性
を
無
視
し
て
そ
の
ま
ま
行
動
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
判
断
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
あ
え
て
そ
の
行
為
を
行
う
」
と
き
に
未
必

の
故
意
を
認
め
る
「
客
観
的
認
容
説
」
を
主
張
す
る
。

90
）

K
.
E
n
gisch

,
A
n
m
erk

u
n
g
en zu B

G
H
S
t 7,

363,
N
JW
 
1955,

1689.;
d
ers
.
U
n
tersu

ch
u
n
g
en u

b
er V

o
rsa

tz u
n
d F

a
h
rla
ssig

k
eit im

 
S
tra
frech

t,
1930,

186 ff.

91
）

R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 40.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 86.

92
）

H
.
S
ch
rod

er
,
A
u
fb
a
u u

n
d G

ren
zen d

es V
o
rsa

tzb
eg
riffs,

in
:
S
a
u
er-F

estsch
rift,

1949,
207 ff.;

E
.
S
ch
m
id
h
au
ser

,
Z
u
m
 
B
eg
riff d

er
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b
ew
u
ß
ten F

a
h
rla
ssig

k
eit,

G
A
 
1957,

305 ff.

泉
二
新
熊
『
日
本
刑
法
論
上
巻
総
論
』〔
第
三
七
版
〕
一
九
二
四
年
・
四
五
二
頁
以
下
、
宮
本
英
脩
『
刑

法
大
綱
』
一
九
三
五
年
・
一
四
〇
頁
。

93
）

我
が
国
で
は
、
動
機
説
（
平
野
（
注
35
）
一
八
五
頁
以
下
）
が
、
故
意
の
本
質
を
、
結
果
発
生
の
認
識
が
行
為
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
動
機
と
な
ら
ず
に

行
為
に
出
た
と
こ
ろ
に
求
め
、
結
果
が
発
生
す
る
と
認
識
し
な
が
ら
、
結
局
に
お
い
て
結
果
発
生
の
認
識
を
否
定
し
な
い
で
行
為
し
た
場
合
に
未
必
の
故
意

を
認
め
る
。
同
旨
、
内
藤
謙
『
刑
法
講
義
総
論
（
下
）

』
一
九
九
一
年
・
一
〇
九
一
頁
、
松
宮
孝
明
『
刑
法
総
論
講
義
』〔
第
四
版
〕
二
〇
〇
九
年
・
一
七

九
頁
、
浅
田
（
注
12
）
三
〇
五
頁
。
し
か
し
、
故
意
を
構
成
要
件
要
素
と
捉
え
る
立
場
か
ら
は
、
行
為
者
の
動
機
形
成
過
程
を
構
成
要
件
的
故
意
に
お
い
て

問
題
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

94
）

S
ch
rod

er
,
(F
n
.
92),

245.

95
）

S
ch
m
id
h
au
ser

,
(F
n
.
92),

312.

96
）

S
ch
rod

er
,
(F
n
.
92),

231.

97
）

E
.
S
ch
m
id
h
au
ser

,
D
ie G

ren
ze zw

isch
en v

o
rsa

tzlich
er u

n
d fa

h
rla
ssig

er S
tra
fta
t
(” d
o
lu
s ev

en
tu
a
lis“

u
n
d
” b
ew
u
ß
ter F

a
h
rla
ssig

-

k
eit“),

Ju
S 1980,

250.

98
）

R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 43.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 87.

99
）

H
.
M
ayer

,
S
tra
frech

t.
A
T
.,
1953,

250 ff.
V
g
l.
H
.
W
elzel,

D
a
s d
eu
tsch

e S
tra
frech

t,
11.

A
u
fl.,

1969,
68.

我
が
国
で
は
、
牧
野
英
一
『
刑

法
総
論
下
巻
』
一
九
五
四
年
・
五
五
六
頁
、
荘
子
邦
雄
『
刑
法
総
論
』〔
旧
版
〕
一
九
六
九
年
・
五
一
五
頁
。
斉
藤
信
治
『
刑
法
総
論
』〔
第
五
版
〕
二
〇
〇

三
年
・
一
〇
七
頁
以
下
、
前
田
雅
英
（
注
20
）
二
〇
七
頁
以
下
、
林
幹
人
『
刑
法
総
論
』〔
第
二
版
〕
二
〇
〇
八
年
・
二
五
一
頁
。

100
）

R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 46.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 87.

101
）

A
rm
.
K
au
fm
an
n
,
D
er d

o
lu
s ev

en
tu
a
lis im

 
D
elik

tsa
u
fb
a
u
.
D
ie A

u
sw
irk
u
n
g
en d

er H
a
n
d
lu
n
g
s-
u
n
d d

er S
ch
u
ld
leh
re a

u
f d

ie
 

V
o
rsa

tzg
ren

ze,
Z
S
tW
 
70
(1958),

64 ff.

102
）

R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 54.;

S
tein

in
ger

,
(F
n
.
1),

5 R
n 88.

103
）

R
.
F
ran

k
,
S
tra
fg
esetzb

u
ch fu

r d
a
s d
eu
tsch

e R
eich

,
18.

A
u
fl.,

59 A
n
m
 
V
.

104
）

T
h
.
R
ittler

,
L
eh
rb
u
ch d

es o
sterreich

isch
en S

tra
frech

ts,
B
d
.
I,
2.
A
u
fl.,

1954,
187 f m

it F
n 2.

105
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 45.;
R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 55.

106
）

T
riffterer

,
(F
n
.
1),

9.
K
a
p R

n 45.;
R
oxin

,
(F
n
.
1),

12 R
n 56.
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